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な
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緑
、
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あ
ふ
れ
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田
園
文
化
の
ま
ち

広
報

　７月 27日（日）に佐賀県唐
津市肥前町で行われた「増田神
社夏祭り」で、山車を引く子ど
もたちです。
　白馬に乗った警察官は、増田
敬太郎さん。菊池市泗水町の出
身です。
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特集「神様になった警察官
～増田敬太郎物語～」

食べ物による窒息事故に
ご注意ください（健康だより）

インフルエンザ予防
対策をしましょう

ごみの出し方に注意を！

第2回菊池市公売会を
開催します

「第４回夫婦の手紙・絵手紙」募集



　

明
治
28
年
７
月
に
、
佐
賀
県
の
巡
査
教
習

所
（
現
在
の
警
察
学
校
）
へ
入
っ
た
増
田
敬

太
郎
さ
ん
は
、
漢
学
や
数
学
、
そ
の
他
の
一

般
学
な
ど
に
相
当
深
く
学
識
が
あ
り
、
約
３

カ
月
の
教
習
課
程
を
わ
ず
か
10
日
間
で
習
得

し
て
卒
業
し
ま
す
。
そ
し
て
、
７
月
17
日
に

巡
査
に
任
命
さ
れ
、
７
月
19
日
に
唐
津
警
察

署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
28
年
（
１
８
９
５
年
）、
当
時
の
日

本
で
は
伝
染
病
の
コ
レ
ラ
（
※
）
が
各
地
で

流
行
し
、
こ
の
年
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
広
が
り

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

唐
津
警
察
署
の
担
当
地
区
、
高
串
地
区
も

例
外
で
は
な
く
、
当
時
の
担
当
巡
査
は
病
気

が
ち
で
、
応
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

早
速
本
部
で
は
、
適
任
者
を
探
し
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
巡
査
教
習
所
を
10
日
間
で

卒
業
し
た
と
い
う
秀
才
ぶ
り
に
加
え
、
伝
染

病
予
防
に
必
要
な
衛
生
面
に
も
知
識
が
あ
る
、

増
田
巡
査
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
警
部
は
「
佐
賀
県
警
察
界
に
こ
れ

以
上
の
適
任
者
は
い
な
い
。
ど
う
か
こ
の
危
機

を
救
っ
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
言
っ
た
と

あ
り
ま
す
。

　

人
一
倍
正
義
感
の
強
い
増
田
巡
査
は
す
ぐ

に
任
務
を
引
き
受
け
、
唐
津
か
ら
交
通
機
関

な
ど
何
も
な
い
山
道
を
た
ど
り
、
７
月
21
日

に
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
て
い
る
高
串
地
区
に
到
着

し
ま
し
た
。

　

増
田
巡
査
が
警
察
官
に
な
っ
て
、
４
日
目

の
こ
と
で
し
た
。

　

高
串
地
区
の
住
民
は
、
コ
レ
ラ
と
い
う
病

気
を
恐
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
予
防
の
知
識
は

な
く
、
い
つ
も
の
よ
う
に
患
者
の
家
を
行
き
来

し
て
い
ま
し
た
。

　

増
田
巡
査
が
高
串
地
区
に
着
い
た
時
、
村

の
真
性
患
者
は
40
人
、
疑
似
患
者
も
34
人
で
、

死
亡
者
は
９
人
を
数
え
て
い
ま
し
た
。

　

増
田
巡
査
は
、
す
ぐ
に
地
区
内
の
様
子
を

調
査
し
、
区
長
た
ち
と
「
コ
レ
ラ
感
染
を
防

ぐ
に
は
、
一
刻
も
早
く
患
者
と
健
康
な
人
と

の
接
触
を
断
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
対

策
を
講
じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

早
速
、
患
者
の
家
の
周
り
に
縄
を
張
り

巡
ら
し
て
消
毒
を
し
、
人
の
行
き
来
を
禁
止

し
た
り
、
人
々
に
決
し
て
生
水
を
飲
ま
な
い
、

生
の
ま
ま
の
魚
介
類
を
食
べ
な
い
よ
う
に
と
厳

し
く
指
導
し
て
回
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

増
田
巡
査
の
努
力
と
は
裏
腹
に
、
す
で
に

手
遅
れ
だ
っ
た
患
者
が
、
薬
を
飲
ん
で
亡
く

な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
「
患
者
に
毒
薬
を
飲

ま
せ
て
い
る
」
と
、
何
の
根
拠
も
な
い
噂
が

広
が
り
、
治
る
見
込
み
の
あ
る
患
者
ま
で
も
が

「
毒
薬
の
薬
な
ど
飲
ま
な
い
」
と
言
い
だ
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
で
も
増
田
巡
査
は
、
根

気
強
く
地
区
の
人
々
の
誤
解
を
解
い
て
回
り

ま
し
た
。

　
一
方
で
は
「
亡
く
な
っ
た
人
に
触
れ
る
と
感

染
す
る
」
と
地
区
の
人
々
は
遺
体
運
搬
を
拒

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
で
も
増
田
巡
査

は
遺
体
を
消
毒
し
、
む
し
ろ
で
巻
い
て
背
負
い
、

傾
斜
の
急
な
坂
道
を
何
度
も
登
り
、
墓
地
に

埋
葬
し
ま
し
た
。

　

そ
の
全
身
全
霊
で
取
り
組
む
姿
に
、
人
々

は
次
第
に
胸
を
打
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
串
地
区
に
到
着
し
て
か
ら
３
日
間
、
不

眠
不
休
で
働
い
た
た
め
か
、
25
歳
と
若
い
増

田
巡
査
で
も
疲
労
に
は
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
疲
れ
き
っ
た
体
に
病
魔
は
容
赦
な
く
襲
い

掛
か
り
、
つ
い
に
は
７
月
23
日
の
午
後
に
突
然

「
気
分
が
悪
い
」
と
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

翌
日
、
看
病
に
来
た
村
人
に
「
高
串
の
コ

レ
ラ
は
私
が
全
部
背
負
っ
て
行
き
ま
す
か
ら

安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
で
も
、
人
々
に
は
私
が

指
導
し
た
よ
う
に
看
病
と
予
防
を
続
け
る
よ

う
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
遺
言
し
、
７
月
24

日
午
後
３
時
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
田
巡
査
が
警
察
官
に
な
っ
て
７
日
目
、

高
串
地
区
に
来
て
４
日
目
の
こ
と
で
し
た
。

　

村
人
は
、そ
の
悲
報
に
驚
き
悲
し
み
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
日
、
高
串
地
区
の
沖
に
あ
る
小
松

島
で
増
田
巡
査
は
火
葬
さ
れ
、
唐
津
で
警
察

葬
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

増
田
巡
査
の
遺
言
ど
お
り
コ
レ
ラ
は
間
も

な
く
収
ま
り
、
穏
や
か
な
日
々
が
高
串
地
区

に
再
び
訪
れ
ま
し
た
。

　

増
田
巡
査
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
地
区
の

人
々
は
、
そ
の
献
身
的
な
行
為
に
心
か
ら
感

謝
し
、
遺
骨
の
一
部
を
一
番
見
晴
ら
し
の
良

か
っ
た
秋
葉
神
社
の
境
内
に
埋
葬
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
石
碑
や
祠
（
ほ
こ
ら
）
が
建
て
ら
れ
、

明
治
39
年
に
秋
葉
神
社
と
合
祀
さ
れ
、
今
の

増
田
神
社
と
な
り
ま
し
た
。

　今から113 年前、当時の佐賀県東松浦郡入野村
高串地区（現在の唐津市肥前町高串地区）を襲っ
た伝染病「コレラ」と闘った一人の警察官がいました。
　命を救われた人々は、その偉業を親から子へ子か
ら孫へと語り継ぎ、今でも感謝の気持ちを持ち続け
ています。
　その警察官は増田敬太郎さん。明治 2年（1869
年）8月、当時の熊本県泗水村（現在の菊池市泗
水町）に生まれた 25 歳の青年でした。

※コレラ
　経口感染症のひとつで、コレ
ラ菌に汚染された水や食物を
口にすることで感染します。潜
伏期間は通常 1～ 3 日で、発
症すると激しい下痢とおう吐で、
脱水症状が現れます。
　コレラ菌は、口から体内に
入っても酸に弱いため胃酸でか
なりの菌が死滅しますが、睡眠
不足や疲労で胃酸の働きが悪い
と、感染する可能性が高くなる
と言われています。

明治２年（1869）年ー明治28年（1895年）

明治2年（1869年）8月10日に、当時の合志郡泗水村（現在の菊池市泗水町）
の裕福な増田家の長男として、増田敬太郎さんは誕生しました。
幼い頃から立派な体格で、おおらかな性格の敬太郎さんは、誰からも好かれ
る人物で、永島塾で漢学を、後藤塾では数学や測量学を学び、数学の天才
と言われていました。
阿蘇郡馬見原（現在の山都町）の用水路工事や北海道開拓、泗水村での養
蚕業など世のため人のためになることを次から次へと行う人物でした。
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●福岡市
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大分
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熊本

唐津市肥前町へのアクセス
□植木I.C～多久I.C、唐津市中心部を通り、車で約３時間
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感
染
を
恐
れ
ず

  　
　
防
疫
に
尽
く
す

伝
染
病
予
防
の
適
任
者

増田敬太郎物語

高串地区を一望できる岡の上にある増田神社の境内

増田巡査終えんの家「八千代旅館」。
2階にある部屋（扉の奥）で増田
巡査は亡くなりました。柱などは
当時のままの姿を残しています。

●
根
拠
の
な
い
噂

●
容
赦
な
く
襲
い
掛
か
る
病
魔

増
ま す だ

田敬
け い た ろ う

太郎 神様になった
警察官特  集

増田神社参道
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玄
界
灘
に
面
し
た
高
串
地
区
は
、
漁
業

と
農
業
が
盛
ん
な
所
で
、
約
３
８
０
世
帯
、

１
、２
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
で
は
、
増
田
巡
査
の
偉
業
を

た
た
え
、
７
月
26
日
に
一
番
近
い
日
曜
日
に
、

増
田
神
社
夏
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
祭
り
を
主
催
す
る
「
増
田
奉
賛
会
」
の
池

田
信
市
会
長（
高
串
区
長
）は
、「
私
た
ち（
区

民
）
は
増
田
神
社
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
親
し

み
を
込
め
て
『
増
田
さ
ん
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

増
田
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
今
の

自
分
た
ち
は
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
池
田
会
長
は
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
や
、
毎
年
夏
祭
り
の
時
に
参
拝
に
来

る
佐
賀
県
警
察
学
校
の
学
生
な
ど
に
、
増
田

巡
査
の
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
７
月
27
日
（
日
）
に
、
そ
の
祭

り
は
行
わ
れ
ま
し
た
。
増
田
巡
査
が
火
葬
さ

れ
た
沖
合
い
の
小
松
島
へ
の
海
上
パ
レ
ー
ド
や
、

白
馬
に
乗
っ
た
増
田
巡
査
の
山
車
が
、
地
区

内
を
練
り
歩
き
、
夜
に
は
花
火
大
会
も
行
わ

れ
る
な
ど
、
高
串
地
区
で
最
大
の
祭
り
で
す
。

　

増
田
神
社
境
内
で
あ
っ
た
祭
事
に
は
、
増

田
家
、
佐
賀
県
、
佐
賀
県
警
察
本
部
、
同
警

察
学
校
生
徒
、
唐
津
市
、
菊
池
市
な
ど
の
関

係
者
約
３
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。
式
典

の
中
で
山
崎
篤
男
佐
賀
県
警
本
部
長
は
「
増

田
敬
太
郎
さ
ん
の
奉
仕
の
精
神
は
、
警
察
精

神
の
原
点
と
も
言
え
ま
す
。
増
田
さ
ん
を
尊

敬
し
、
県
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

増
田
巡
査
の
精
神
が
、
今
も
受
け
継
が
れ
て

い
ま
し
た
。

増田奉賛会の池田会長。増田巡査の功
績が地区住民に語り継がれています

増田神社境内であった祭事。港付
近では佐賀県警音楽隊のマーチン
グパレードも行われます

佐賀県警高串駐在所
原口　剛巡査長

佐賀県警察の巡視艇を先頭に、十数隻の漁船が増田巡査を
火葬した小松島まで海上パレードし、献花などを行います

　

敬
太
郎
さ
ん
を
先
祖
に
持
つ
こ
と
は
、
増

田
家
の
誇
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
物
心
つ
く

頃
か
ら
「
先
祖
に
は
神
様
が
お
ら
れ
る
の
だ
か

ら
・
・
・
」
と
厳
し
く
育
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
胸
に
「
悪
い
こ
と
は
何
ひ
と
つ
し

な
い
」
と
の
気
持
ち
で
、
こ
れ
ま
で
生
き
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
敬
太
郎
さ
ん
の
偉

業
を
、
お
墓
を
、
そ
し
て
こ
の
増
田
家
全
体

を
、
私
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
受
け
継
い

で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
増
田
神
社
を
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
あ
り
、
夏
祭

り
も
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
敬
太
郎
さ
ん

の
姪
に
あ
た
る
衣
恵
の
言
葉
に
「
神
と
し
て

祀
ら
れ
た
叔
父
が
神
様
か
、
神
と
祀
っ
て
い
た

だ
い
た
高
串
の
村
の
人
々
の
誠
心
が
神
様
か

私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
た
だ
、
あ
り

が
た
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
も
同
じ
思
い
で
、「
地
域
の
皆
さ
ん
の
お

陰
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
生
家

の
前
に
も
記
念
碑
が
建
立
し
て
あ
り
、
お
墓

も
近
く
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
守
ら
れ
て
い

る
と
い
う
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

泗
水
町
で
活
動
す
る
、
し
す
い
っ
子
童
話
会

（
前
田
和
子
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、
増
田

巡
査
の
偉
業
を
後
世
へ
伝
え
て
い
こ
う
と
、
昨

年
紙
芝
居
「
伝
え
た
い
ふ
る
さ
と
の
話
『
神

様
に
な
っ
た
警
察
官
』
増
田
敬
太
郎
物
語
」

を
作
成
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
披
露
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
唐
津
市
民
劇
実
行
委
員
会
（
千
喜

田
俊
朗
実
行
委
員
長
）
に
よ
る
「
増
田
敬
太

郎
物
語
・
警
神
」
の
市
民
劇
が
、
９
月
23
日

（
祝
）
と
９
月
27
日
（
土
）
に
唐
津
市
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

２
つ
の
地
域
で
、
増
田
巡
査
の
偉
業
を
語

り
継
ぐ
新
し
い
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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査
大
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（
内
田
守
著
）

　

増
田
敬
太
郎
物
語
（
肥
前
町
製
作
）

泗水町（泗水田中区）にある、増田巡査が生まれ育った生家と入口横にある記念
碑。今でも亥平さんのひ孫にあたる和典さん一家が住み、増田家を守っています。
玄関の上がり段は、当時のままの姿で、耳を澄ますと「ただいま」と元気に帰っ
てくる増田巡査の足音が聞こえてきそうです

泗水図書館で紙芝居を披露する、しすいっ子童話会のメンバー

増田家の系図の一部

（敬省略）

喜三郎

波津江 敬太郎

キ　ミ

亥　平

作　太

義　親 義　孝 久美子

和　典

衣　恵

　増田巡査は独身で子どもがいませんでしたが、
弟の亥平さんがおり、佐賀県警察学校に入る前
に増田家の家督を譲っています。
　亥平さんの孫の義親さん（写真左）と、ひ孫
の和

とものり

典さん（写真右）は、泗水町に在住されて
います。増田巡査を先祖に持つことについて聞
きました。

地
域
の
た
め
に

増
田
巡
査
の
偉
業
を

　
　
　
　
語
り
継
ぐ

地
域
で
も
語
り
継
ぐ

神様になった警察官 増田敬太郎物語

自分から子へ
子から孫へと語り継ぐ

　
「
増
田
巡
査
の
こ
と
は
、
学
校
で
習
う
前

か
ら
家
庭
で
話
題
に
な
っ
て
自
然
と
学
ん
で
い

ま
し
た
」
と
祭
り
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
。

地
区
の
皆
さ
ん
が
、
増
田
巡
査
を
救
い
の
神

だ
と
思
い
、
コ
レ
ラ
に
人
柱
と
な
っ
て
立
ち
向

か
っ
た
姿
を
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
こ
の
祭
り

を
通
し
て
、
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

今
の
高
串
地
区
を
守
っ
て
い
る
、
佐
賀
県

警
高
串
駐
在
所
に
勤
務
す
る
原
口　

剛
巡
査

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
昨
年
の
９
月
に
赴
任
し
ま
し
た
。
６
年
前

に
、
私
も
こ
の
夏
祭
り
に
参
加
し
た
一
人
で
す
。

こ
の
駐
在
所
で
は
歴
代
の
人
み
ん
な
が
一
生
懸

命
努
め
て
き
た
の
で
、
当
然
自
分
も
し
っ
か
り

や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
期
待
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
、
増
田
巡
査
の
よ
う
に
大
き
な
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、『
自
分
に
任

せ
て
お
け
ば
大
丈
夫
』
く
ら
い
の
専
門
的
な

知
識
を
つ
け
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
好
か
れ
る

警
察
官
に
な
り
た
い
で
す
」
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　ニッセイ財団（石橋三洋理事長）から、菊池市で活動する２団体に備
品購入の助成がありました。地域に根ざしたサッカーを通して児童の健
全育成を図っていることが評価され、KSAサッカースポーツ少年団（上
村良一代表）にはミニサッカーゴール一式が、地域に根ざした文庫・お
はなし・人形劇活動を通しての児童の健全育成を図っていることが評価
され、白ゆりグループ（安武壽美代表）には石窯一式が贈られました。
　ニッセイ財団では、1979 年の創設以来、毎年、各都道府県知事から
候補団体の推薦を受け、児童・少年の健全育成に地道に取り組んでいる
地域の民間団体に対し、活動に必要な物品を助成しています。
　２団体の今後の活躍が期待されます。

　白ゆりグループ（安武壽美代表）へ、ニッセイ財団から購入助成のあった石窯が、ボランティアの皆さんの協力で７月に
完成し、市内の幼児・児童・保護者など約 50人が参加して、ピザ焼き体験などが行われました。
　「初めて石窯で焼いたパンやピザは、とてもいおしかったです」と児童たち。紙芝居や竹炭焼き、パン焼き体験も行われ、

参加者は夏休みの１日を楽しみました。
　石窯は「白ゆり元気窯」と名付けられ、野外での体験を通し
て地域の中で異年齢の子どもたちの交流や個性の理解を深める
ことなどに活用されます。安武代表は「今後は少人数での石窯
使用希望グループを募集していき、この石窯を有効に活用して
いきたいです」と話されました。使用希望などの問い合わせは
下記まで。
●不要の日用雑貨・衣類などを集めています
　白ゆりグループでは 10月 19日（日）に開催される「菊池
心のネットワークフェア」で、市の図書館に大型絵本を贈るチャ
リティーバザーを開催します。皆さんの中で、使っていない日
用雑貨、衣類などありましたら、何でも結構ですのでご協力を
お願いします。９月から収集の予定です。
問い合わせ先　白ゆりグループ（安武）☎（25）0954

熊本県庁であった表彰式で活動報告する上村代表（上）と安武代表（下）

　菊池市旭志川辺にある二輪・四輪部品メーカーの九州柳河精機（株）（河口二
朗代表取締役社長）から、菊池市に高圧洗浄機１台と草刈り機３台が寄贈されま
した。贈られた備品は、財政課が管理し、作業用として幅広く活用されます。

　同社グラウンドで行
われた「やながわ夏ま
つり」の開会行事と併
せて贈呈式が行われ、
まつり総括責任者の清
田信男さんから福村市長に目録が手渡されました。
　同社からはこれまで、菊池市（旧旭志村）に同社の夏ま
つりの時期に合わせ、自動車や草刈り機などのホンダ製品
が多数寄贈されています。ありがとうございました。

九州柳河精機（株）が菊池市に備品を寄贈

贈呈式で清田氏（左）より目録を受
け取る福村市長（右）

ピザ作りに挑戦する児童たち

7/19（土）

菊池市で活動する2団体に
ニッセイ財団より備品の助成

7/15
（火）

「犯罪や非行の防止と更生への理解を」第58回社会を明るくする運動菊池市集会
　文化会館で、社会を明るくする運動菊池市集会
が開催され、市民など約 650人が参加しました。
この運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と
罪を犯した人たちの更生について理解を深め、そ
れぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行の
ない明るい社会を築こうとする全国的な運動（法
務省主唱）です。
　菊池市では市内の各世帯からいただいた協力金
（１戸 100円）を活動費として、集会開催や街頭
啓発運動を行っています。集会では保護司会、更
生保護女性会の活動報告、作文表彰・発表のほか、
記念講演として山口県萩金谷天満宮宮司の陽信孝
さんが「親も子も、もっとたくましく」と題して、
教員や介護体験をもとに家族のあり方、子育てに
ついてお話がありました。 保護司会代表による法務大臣からのメッセージ代読

第15回亀嶺旗争奪
少年空手道大会

　水俣市武道館で亀嶺旗争奪少年空手道大会があり、
県内外から約 250 人が参加し、菊池市から参加した
子どもたちは、「菊池市」のゼッケンを背に、小学生
低学年の部、高学年の部、中学生の部に分かれ、暑い
中、大粒の汗を流しながら熱戦を繰り広げました。
　試合は３人１組の団体競技形式で行われ、組手では
一人ひとりが責任をもって気迫のこもった突きと蹴り
で、形では一糸乱れぬキレのある動きですばらしい成
績を残しました。
　上位の結果は次のとおりです。（敬称略）
小学生高学年の部
形　　優勝　松谷海里・長尾有梨・上野美玲
　　　２位　岩崎七星・栃原悠聖・上野翔暉
　　　３位　栃原聖菜・岩崎匠真・長尾浩平
組手　３位　城栄太郎・小笠原貴史・川端竜平
総合　優勝　菊池市

優秀な成績を収めた菊池市の子どもたち

7/6
（日）

7/5（土）

「四季の里・旭志」で草刈清掃ボランティア！
　「四季の里・旭志」の草刈清掃が、旭志地区地域審議
会委員、旭志地区市議会議員、旭志出身市職員、総勢約
60人によって行われました。
　これは、福村市長から「四季の里・旭志」の経営状況
を聞いた旭志地区地域審議会委員が呼びかけて行われた
もので、施設内外の高土手の草刈や普段管理が行き届か
ない箇所の雑木伐採など、広範囲にわたって行われまし
た。
　作業終了後、すっきりと清掃された施設の中で、参加
者は「地元の施設に気持ち良く来てほしい。少しでも施
設の活性化になれば」と汗を拭きながら口々に話してい
ました。
　「秋空清風四季の里」、市民の皆さんのご来場をお待ち
しています。土手の草刈作業をする参加者

7/12（土）

「白ゆり元気窯」でピザ焼き体験8/2（土）

寄贈された高圧洗浄機と草刈り機３台

中学生の部
形　　優勝　岩永直也・岩永祐貴・出口誠也
組手　３位　中野瑞紀・谷　祐磨
　　　３位　岩永直也・岩永祐貴・出口誠也
総合　２位　菊池市
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菊池市特別支援教育講演会 桜山たすけあいの会が熊日緑のリボン賞を受賞

　泗水町の桜山地区でボランティア活動をしている桜
山たすけあいの会（松本きくの代表）が、熊日緑のリボ
ン賞を受賞しました。
　同会は地域の交流を目的に、桜山地区で一人暮らしを
する 65歳以上の人を対象にした食事会「みんなで楽し
くランチタイム」を主な活動として、長年ボランティア
で行ってきました。今回はその活動が評価されたもので
す。
　食事会は、８月を除き毎月１回行われており、メ
ニューには旬の食材を使い、季節感を出す演出もされる
など、利用するお年寄りには好評を得ています。
　松本代表は「今年は会が活動を開始して 10年目で、
活動にも力が入ります。今後は、これまで作ってきた
10年分の料理のレシピ作りをしていきたいです」と話
されました。
　この賞は、長年にわたり、地域の環境美化や奉仕活動
に力を入れている人たちをたたえるもので、社会を明るくする運動の一環として 1959 年に創設されたものです。今後の
同会の益々の活躍が期待されます。

受賞の報告に訪れた桜山たすけあいの会のメンバー

ロアッソ熊本サッカー教室
　旭志グラウンドで、ロアッソ熊本サッカー教室が開催されました。これは、旭志グラウンドの整備に伴い地域を活
性化させようと行われたもので、今年から J２リーグで活躍しているロアッソ熊本の選手７人とコーチ３人が指導
者となり、子どもたちに熱心な指導をしました。
　菊池市内の小学校４年生から中学校３年生までのサッカー少年 127人が参加し、プロの選手と一緒にいろいろな

ゲームをしながら、楽しくサッ
カーを学んでいました。最後には
旭志中学校サッカー部とロアッソ
熊本の選手とのマッチゲームが行
われ、角度のないところからのヘ
ディングシュートなど、プロの技
を目の前で見せられた子どもたち
からは「すごい !」という歓声が
あがっていました。

プロの選手たちと一緒にゲーム
を楽しむ参加者たち

旭志生活環境推進委員会研修
　旭志生活環境推進員会の研修が、福岡県大牟田市の大牟田リ
サイクル発電所とリサイクルプラザで行われました。
　今回の研修では、旧菊池市・七城町・旭志村が加盟している
エコビレッジ旭（旭志麓地内）で、ゴミから作られるRDF（固
形燃料）を実際に使い、リサイクル発電されるまでの工程や燃
えるゴミ以外のゴミの分別・収集方法とその後のリサイクルま
での工程を学びました。
　なお、生活環境推進委員の皆さんは、地域の生活環境の保全
やごみの正しい出し方の指導などを日々行っています。

リサイクルプラザ内を見学する旭志生活環境推進委員の皆さん

　菊池市特別支援教育連携協議会主催の講演会が、菊池市内
小・中学校、保育園・幼稚園の教職員、保護者など約 220
人が参加し、七城公民館（講堂）で行われました。これは、
平成 19年度の学校教育法などの改正に伴い、特別な教育的
支援を必要とする幼児、児童、生徒の自立や社会参加に向け
て、各関係機関が連携協力し、適切な支援を行うために開催
されたものです。
　講演会では、昨年につづき岐阜市教育委員会特別支援教育
指導員で、中部学院大学非常勤講師でもある加藤豊弘先生が
「通常学級における学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能
自閉症の支援の実際」と題して講演されました。
　「特別な支援を必要とする児童などの把握。個別支援カー
ドをもとに全教職員が共通理解し、共通支援を実践的・具体的に行う。対象児とその学級への全教職員による支援体制の構
築が必要。学校・保護者・地域の連携が大切です」などの話に、参加者は終始熱心にメモを取っていました。

七城公民館（講堂）であった講演会

7/20（日）

　菊池市消防団の操法大会が総合体育館前駐車場であり、小
型ポンプの部に 17 チームとポンプ車の部に１チームの計
18チームが参加しました。
　開会式では村上団長が「一刻を争う火災現場での基本とな
るのが操法です。連日の訓練の成果を十分に発揮してくださ
い」と訓示し、選手を代表して田中正章さん（第６分団）が
選手宣誓しました。
　競技は、水槽に貯められた水をポンプで吸い上げ、ホース
を延ばして約 60メートル先の標的を放水した水で倒すとい
うもので、その速さと動き、号令の正確さなどで競われまし
た。上位の結果は、次のとおりです。
小型ポンプの部
優勝　第 22分団２部１班、２位　第６分団第１部、
３位　本部機動隊（泗水班）
　なお、８月 24日（日）に阿蘇市で行われた「熊本県消防
操法大会小型ポンプの部」に、第 22分団２部１班が菊池市
の代表として出場し第６位に、「同ポンプ車の部」に、第１
分団が同じく出場し第５位と、両チームとも大健闘しました。

7/19（土）

7/23（水）

　菊池森林組合（岩根正英代表理事組合長）から、菊池市で
産出された木材で作られた「市長への手紙投函箱」と「記載
台」の寄贈がありました。これは、国産木材の需要拡大、中
でも菊池地域産木材の利用推進を図るため、市長への貴重な
意見を書いた手紙を投函する際に、木材の良さに触れてもう
らおうと同組合が提案し製作したものです。
　早速、市役所本庁舎正面玄関に設置されており、来庁者の
皆さんが美しい木目に足を止めている姿が見られます。
　寄贈、ありがとうございました。

菊池森林組合が
投函箱と記載台を寄贈

7/25
（金）

7/24（木）

菊池市支部消防団操法大会7/27（日）

総合体育館前駐車場であった操法大会

寄贈に訪れた岩根代表理事組合長（左）

　操法大会は、火災のいかなる状況下においても安全確実
かつ迅速に任務を遂行し、技術の練磨と部隊としての連帯
を体得するために毎年行われています。

小型ポンプの部で優勝した、第 22分団２部１班（北住吉）
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　菊池ライオンズクラブ（LC）と姉妹提
携を結んでいる、沖縄県の浦添 LCと天草
本渡 LCが派遣した子どもたち 21人が菊
池市を訪れ、楽しい夏休みの思い出作りを
しました。初日に、菊池市役所を訪れた一
行は、浦添市長と天草市長からの親書を福
村市長に手渡し「菊池の人々との出会いを
大切に、学校や家庭では学べないことをす
ばらしい自然の中で体験し、一生忘れない
交流にします」とあいさつ。福村市長が「3
日間という短い期間ですが、自然環境と人
情に触れ、爽やかな思い出を作ってくださ
い」と歓迎しました。
　子どもたちは、２泊３日の日程で菊池
LCの会員宅にホームステイし、菊池の子
どもたちと交流したり、菊池渓谷や竜門ダ
ムなどを見学し、大自然を満喫しました。

　泗水っ子すこやか育成会（久川寛實会長）の「地域の子は地域で
育てる」という理念で続けられている防犯活動に対して、菊池警
察署長と菊池市防犯協会長から感謝状が贈られました。同会は平
成 18年度から旧泗水町を中心に青少年の健全育成活動に積極的に
取り組んでいます。現在、趣旨に賛同した 26団体が活動しており、
防犯マップの作成や登校時の挨拶運動・早朝街頭指導、各学期末時
のパトロールなどを行っています。今回はその活動が評価されまし
た。
　久川会長は「日々子どもたちの安全・安心のために頑張ってきた
活動が認められたと思います。今後は、さらに地域の安全のために
頑張りたいです」と話されました。今後の同会の活躍が期待されます。

　菊池市建築組合（山本勝義組合長）の組合員 45人が、旧菊池市内の小学校
９校、中学校２校、保育園４園に分かれ、ボランティアによる施設の改修作業
を行いました。
　この奉仕作業は「市民の皆さんのお陰で自分たちの仕事ができる。感謝の気
持ちを何らかの形で表そう」と、昭和 53年から毎年夏休みを利用して行われ
ているもので、今年が 30回目となります。
　作業先のひとつ菊池北小学校では、学校から要望のあった給食室のキャス
ター付き作業台や倉庫の棚などを手作りで仕上げていました。
　山本組合長は「木造校舎時代の廊下の張替えや引き戸の修理などから、最近
では施設が丈夫になり掲示板の取り付けや書類整理棚などの修理・補修へと変
わってきました。でも、組合員の感謝の気持ちは、作業をはじめた当時から変
わっていません」と 30年間の奉仕作業を振り返りながら話されました。

一日建築組合奉仕作業

猛暑の中、ボランティアで作業をする組合員

真夏の球宴を制覇した永区

　新日鉄系鋼材加工メーカー、株式会社サンユウ（本社大阪府枚方市、内
浦宅蔵社長）の七城町蘇崎工業団地への立地協定調印式が熊本県庁であ
りました。
　同社は、自動車や産業用機械に組み込まれるために高品質が求められ、
重要保安部品となるボルトやナットの素材であるみがき棒鋼（ぼうこう）
や冷間圧造用鋼線と呼ばれる鋼材の二次加工品を生産しています。
　同社４カ所目の生産拠点となる工場は、北部九州で集積の著しい自動
車産業における部品メーカーへの製品供給拡大を担っています。新工場
の名称は（株）サンユウ九州で、年間生産能力は全体の約３割の予定です。
　内浦社長は天草市（旧牛深）の出身であり、「現従業員の約半分は熊本
県出身者が占めています。地元への恩返し、市のため、また市民の皆さ
んに愛される企業となれるよう努めます」と述べられました。
　福村市長からは「地元を中心に採用をいただけるということで、本市
また市民にとっても明るい話題です。経済・産業振興に新しい『命』を
吹き込んでもらいました。今後もできる限り協力をしていきたいです」と期待を込めた挨拶がありました。
　同工場は、平成 21年春に着工され、同年下半期の操業開始、当初 15人程度、操業後５年以内に 20人程度の雇用が予
定されています。

菊池市役所を訪れた子どもたち

　２泊３日の日程で、市内小学生 49人が参加し、菊池少年自
然の家で青少年育成キャンプが行われました。
　これは、夏休みに野外活動や集団生活などの体験を通して、
自立性や協調性を育み、個性豊かで心身ともにたくましい青少
年の健全な育成を図ることを目的として、例年、菊池市教育委
員会が実施しているものです。
　キャンプでは、野外炊飯はもちろんのこと、鳳儀山聖護寺で
の座禅体験など、普段の生活では体験することのできない様々
な活動に、互いに協力しながら、真剣に取り組む子どもたちの
姿を見ることができました。
　２泊３日という短い時間でしたが、このキャンプに参加して
得たものをこれからの生活に活かしてもらいたいと思います。

表彰状を受け取る久川会長（左）

泗水っ子すこやか育成会に感謝状

調印式で手を取り合う３人。
左から福村市長、島田県商工観光労働部長、
内浦社長

　恒例の泗水町ナイターソフトボール大会が、菊池市体育
協会泗水支部と菊池市ソフトボール協会泗水支部の主催で
行われ、永区チームが優勝しました。泗水町内の各行政区
から 31チームの参加があり、８日間にわたり熱い戦いが
繰り広げられました。
　蒸し暑い会場では、日頃持ち慣れないバットで空振りす
る人や特大のホームランを打ち「ナイスバッティング」の
声の中を、ホームインする人などいました。上位の結果は
次のとおりです。
優勝　永区、２位　富の原一区、３位　高江出分区、
３位　富の原東区

泗水町ナイター
ソフトボール大会

協力して野外炊飯に取り組む子どもたち

鋼材加工メーカー株式会社サンユウと立地協定調印8/1（金） 7/27（日）

浦添LCと天草本渡LCとの青少年交流会8/1（金）～8/3（日）

7/31（木）

7/22（火）
～7/31（木）

　中学生水の作文コンクールにおいて、菊池南中１年
の石原孝浩さんが熊本県賞を受賞しました。県内 22
の中学校から 2,536 編もの応募の中での栄誉です。
　このコンクールは、毎年８月１日を「水の日」とし
て、水の大切さを考え、水をまもる行動への決意を新
たにしようという全国的な取り組みの中で、国土交通
省と熊本県が共催して実施したものです。
　石原さんの作文は、水を通して 93歳のおばあちゃ
んとの関わりなど、家族への愛情あふれる作品となっ
ており、審査員の講評では小説のかおりのするすばら
しい作品と評されました。

表彰式に参加した石原さん（右から４番目）

石原孝浩さんが
熊本県賞を受賞

8/1
（金）

青少年育成キャンプ8/5（火）～8/7（木）
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　子ども囲碁・将棋大会が旭志公民館（多目的研修センター）で行われ、市内の小・中学校から 16人（囲碁５人、
将棋 15人「一部重複」）が参加しました。
　試合は囲碁・将棋ともトーナメント方式で行われ、子どもたちは日頃の練習の成果を発揮して白熱した試合を展開
しました。また、練習を兼ねて敗者戦も行われ、惜しくも初戦で敗れた子どもたちも最後まで楽しんでいました。
　上位の結果は次のとおりです。（敬称略）

囲碁の部
優勝　渡辺大寿（泗水中３年）
２位　小山由佳（泗水東小５年）
３位　南家諒太（泗水中２年）
将棋の部
優勝　南家諒太（泗水中２年）
２位　渡辺一史（泗水中３年）
３位　渡辺大寿（泗水中３年）

※将棋の部で３位までに入った南家諒太くん
と、渡辺一史くん、渡辺大寿くんの３人は、
７月６日（日）に熊本市で行われた文科省主
催の第４回将棋大会（中学の部団体戦・３人
１組）で優勝し、７月 31 日（木）に大阪で
行われた西日本大会にも出場しました。結果
は１勝２敗で全国大会には進めませんでした
が、３人とも「いい勉強になりました」と話
していました。

　表千家学校茶道部合同お茶会が、熊本市白川公
園お茶会室で行われました。県内小・中・高校、
大学、一般から大勢の人が参加し、お茶を頂きな
がら他校との交流と茶道文化を深めました。
　旭志中学校からは２・３年生の 15人が参加し、
海月庵と山雲軒に設けられた薄茶席と立礼（りゅ
うれい）席に入り、他校の生徒がたてたお茶を頂
きました。
　騒々しい現代社会の中、参加者は歩く・座る・（お
茶を）頂くという態度に、落ち着いた閑寂の世界
に十分浸ることができました。

学校茶道部合同お茶会

合同お茶会に参加した旭志中の生徒たち

第13回子ども囲碁・将棋大会

8/3（日）

8/4（月）

　蒲島郁夫熊本県知事が、菊池市文化会館で中学生へ向け、出前授業を行
いました。社団法人「菊池教育会」（木原昭三会長）と菊池郡市PTA連
絡協議会（坂本一正会長）が、蒲島知事の実体験を通して中学生に夢と希
望を持ってもらおうと行ったもので、菊池地域の中学生や保護者など約
700人が参加しました。
　蒲島知事が「人間の可能性は無限大。今の立場が悪ければ悪いほど将来
の喜びが大きい。人生には多くの舞台が用意されている。夢を持って一歩
踏み出し、それぞれの舞台で期待値を超えて努力することが大切」などと
訴えると、熱心にメモをとる生徒もいました。「夢に向かって一歩踏み出すことが大切」などと訴

える蒲島知事

蒲島知事が出前授業8/7（木）

真剣に競技に挑む子どもたち

　日本と韓国の子どもたち 58人が参加し、日韓文化交流キャン
プ（韓国子供文化芸術学校主催）が、きくちふるさと水源交流館
（旧東中学校跡）で開催されました。
　このキャンプは、自然体験や演劇ワークショップを通し、日常
生活や習慣の違った子どもたちが 5日間の共同生活を送ること
でお互いの交流を深めるとともに、子どもたちが未来の平和の架
け橋となって育ってもらいたいとの願いを込めて実施されたもの
です。
　最初は言葉が通じず戸惑っていた子どもたちも、自然体験や一緒に遊んでいく中で打ち解けていき、最後には交流
館のあちこちから笑い声が聞こえるほどでした。また、仲良くなった子どもたちが別れを惜しむ姿を見て、キャンプ
を支えてきたボランティアスタッフからは「無事に終え安心しました」との声も聞こえました。
　子どもたちにとっては、心に残る暑い夏となりました。

期間中に練習してきた演劇を発表する子どもたち

ぼくらが主役“きくち森の中の幼虫”
2008日韓文化交流キャンプ

8/4（月）
～8/8（金）

　平成 20年度九州中学校体育大会・女子九州中学校ソフトボール競技大会が鹿
児島県日置市で開催され、菊池南中学校ソフトボール部が県代表として出場し、
ベスト８に入る大活躍をしました。
　大会には九州各県から 16チームが参加し、菊池南中は１回戦を大分県代表の
明野中学校に５対４で勝利。２回戦へ進みますが、沖縄県代表の桑江中学校に
おしくも４対５で破れ、ベスト８となりました。
　同チームの正式部員は７人で、９人で戦うソフトボール競技には２人不足す
るため、同中学校のバドミントン部から２人に手伝ってもらい、補欠がいない
９人ギリギリでこれまでの大会を勝ち進んできました。
　なお、８月 30日（土）開催の第５回九州各県対抗中学生選抜ソフトボール大
会へ、同チームの東成美さんと米川美咲さんが県選抜のメンバーに選ばれ、出場しました。

第35回女子九州中学校ソフトボール競技大会

菊池南中学校ソフトボール部のメンバー

8/6（水）～8/8（金）

　菊池夏まつりが市民広場特設ステージをメイン会場に行わ
れ、たくさんの家族連れなどで賑わいました。白龍・子白龍
みこしの商店街練り歩きや、よさこい演舞・太鼓・バトント
ワリングなどの舞台イベント、花火大会がありました。
　約 160人の有志が担ぐ巨大白龍２頭と、60人以上の小学
生たちが担ぐ子白龍１頭とが一緒に商店街を練り歩いた後、
市民広場の特設ステージ前で、２頭の龍の迫力ある演出が披
露されると会場からは大きな歓声が上がりました。
　フィナーレを飾った花火大会では、仕掛け花火と約 3,000
発の打ち上げ花火が、音楽とともに菊池の夜空を鮮やかに彩

り、観客を魅了しました。花火の
スポンサーとして寄付や協力をい
ただいた企業や市民の皆さん、支
援いただきありがとうございまし
た。
　また、商店街では各区の皆さん
による七夕まつりも行われ、色と
りどりの多数の七夕飾りが、来場
者の目を楽しませていました。

菊池夏まつり8/9（土）

迫力のある演出で巨大白龍を操る有志たち

観客の目の前で広がる迫力満点の花火
大会 子白龍を担ぎ、商店街を練り歩く小学生たち
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TOPICS国民年金情報

　最近、社会保険事務局や社会保険事務
所職員の名前をかたって、医療費や年金
保険料の払戻しの件と称して、事業所や
自宅に電話し、世帯主名、氏名、生年月
日、携帯電話番号を聞き出そうとしたり、
電話機のボタン操作をさせたり、携帯電
話からATMでの操作を指示するなどの
不審電話が多くなっています。

　社会保険事務局や社会保険事務所から
の通知は基本的に文書で行っており、年
金相談以外でフリーダイヤルへ電話する
よう求めたり、ATMへ行くよう指示す
ることはありませんので、電話があった
ときには安易に個人情報を答えたり、電
話機の操作をしないよう十分注意してく
ださい。

社会保険事務所職員を装った不審電話にご注意ください

　しすい孔子公園夏祭りが孔子公園であ
り、たくさんの家族連れなどで賑わいま
した。泗水町商工会（福田八洲士会長）
が主体となる「泗水町街造り対策委員会
（同会福田委員長）」の主催で、昨年に続
き行われたものです。
　たくさんの夜店が並ぶ会場内は、家族
連れや盆休みで帰省した人たち、地元の
小・中・高校生などで埋め尽くされ、ス
テージでは吉富保育園太鼓や永翔太鼓、
各種団体のダンス、バンド演奏、タヒチ
ダンスなどがありました。
　また、県内でも数少ない大型花火を見
ることができるとして有名な花火大会
で、1尺玉が夏の夜空に大輪の花を咲か
せると、見物客からは歓声が上がってい
ました。

　水迫地区環境保全協議会（井上弘一会長）のメンバーと水迫小
学校の児童とその保護者など約 40人が、涼をもとめて賑わう菊
池渓谷の清掃作業をボランティアで行いました。観光客に少しで
も気持ちよく利用してもらおうと、昨年の秋から始めた取り組み
で今回が２回目となりました。参加者は遊歩道に落ちているタバ
コの吸い殻や空き缶などを、約２時間拾って回りました。
　井上会長は「菊池渓谷は観光の顔でもあります。これからも１
年に２回、夏と秋に続けていきます」と話されました。

※同協議会は、社団法人「小さな親切」運動本部（田中義具代表）
が、「できる親切はみんなでしよう　それが社会の習慣となる
ように」をスローガンに進める運動の中で表彰されています。

　今後の活躍が期待されます。

夜空に大輪の花を咲かせた１尺玉の大型花火

　コミュニティの健全な発展を
図ることを目的としたコミュニ
ティ助成事業により、北原区に
防犯灯（12 基）が整備されま
した。また、袈裟尾区にはコミュ
ニティ活動備品（組立ステー
ジ一式・テーブル 20台・椅子
120 脚・簡易倉庫一式）が整
備されました。
　このコミュニティ助成事業
は、宝くじの普及広報事業費を
財源として財団法人自治総合セ
ンターが助成を行うもので、今
後の両区の益々の活性化が期待
されます。

宝くじ助成事業で防犯灯と備品が整備されました
（北原区・袈裟尾区）

菊池渓谷で清掃作業をする参加者

水迫地区環境保全協議会と水迫小児童が清掃作業8/10（日）
問い合わせ先　市民課市民年金係、各総合支所市民係

　国民年金の保険料は納めましたか？年金は、自
分自身のことだけでなく、世代間の助け合いが基
本となっています。未納のままでいると「老後」
の年金はもちろんのこと、「もしも」のときに障
害基礎年金が受けられない場合があります。そん
なことがないように、保険料は必ず納めましょう。
●保険料を納めた期間の差によって、こんなに違
う年金額

　日本国内に住んでいるすべての人は、国民年金
の保険料を20歳から60歳になるまでの40年間、
納めることになっています。

　老齢基礎年金は「25年以上」保険料を納める（免
除などを含む）と受け取ることができます。
　下表のように納付月数が違うと 65歳から受け
取る年金額も違ってきます。

国民年金保険料を納めましょう

納付状況別年金受給比較［例］

264,000

495,000

594,000

792,100

円

円

円

円40年間納付（満額）

40年間全額免除

25年間納付・15年間全額免除

25年間納付・15年間未納

（平成20年度の年金額で計算した年額）

社会保険事務所職員を装った不審電話にご注意ください

◎納め忘れがなく安心
◎手間が省けて便利
◎手続きは簡単・無料

申し込みの際は
　●預貯金通帳
　●通帳お届印
　●国民年金保険料の納付書
　を持参のうえ、申し込みください。

口座振替の申し込みは
金融機関窓口で受付中 !

国民年金保険料は

が便利です

口 座 振 替
○年金記録の確認をお願いします
•年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分に確認をお願いします。
•「もれ」や「間違い」がある場合も、ない場合も、必ず回答くだ
さいますようお願いします。
○周りの人にも呼びかけてください
　「ねんきん特別便」が届いたら、過去の履歴について家族などと
一緒に記憶をたどってみるなど、多くの人から回答をいただけるよ
うご協力をお願いします。（家族でも一人ひとりに届く時期は異な
ります）
問い合わせ先
ねんきん特別便専用ダイヤル　☎ 0570（058）555
※月～金曜日 :午前９時～午後８時
※第２土曜日 :午前９時～午後５時
○ IP電話・PHSからは☎ 03（6700）1144 にお電話ください。
○一般の年金相談は「ねんきんダイヤル」☎ 0570（05）1165 まで。

「ねんきん特別便」
年金記録の確認にご協力ください

しすい孔子公園
夏祭り

8/14
（木）

北原区に整備された防犯灯（上）と、袈裟尾区に
整備された簡易倉庫一式（右上）
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乳
幼
児
で
窒
息
が
起
こ
り
や
す
い

の
は
、
奥
歯
が
な
く
食
べ
物
を
噛

ん
で
す
り
つ
ぶ
す
こ
と
が
で
き
な
い
、

食
べ
る
と
き
に
遊
ん
だ
り
泣
い
た
り

す
る
な
ど
の
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
で
窒
息
の
原
因
に

な
っ
た
食
べ
物
と
し
て
は
、
左
図
の

よ
う
な
も
の
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
乳
幼
児
な
ど
で
は
、
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

•
誤
っ
て
気
管
支
に
入
り
や
す
い

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
の
豆
類
は
３
歳

に
な
る
ま
で
は
食
べ
さ
せ
な
い
。

ま
た
、
急
停
車
す
る
可
能
性
の
あ

る
車
や
揺
れ
る
飛
行
機
の
中
で
は

食
べ
さ
せ
な
い
。

•
あ
お
む
け
に
寝
た
状
態
や
、
歩
き

な
が
ら
、
遊
び
な
が
ら
食
べ
さ
せ

な
い
。

•
食
べ
物
を
口
に
入
れ
た
ま
ま
の
会

話
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
の
食
事

は
さ
せ
な
い
。

•
小
さ
な
食
べ
物
を
放
り
あ
げ
て
口

　

口
の
中
に
指
を
入
れ
ず
に
、
乳
児

の
場
合
は
、
片
腕
に
う
つ
ぶ
せ
に
乗

せ
顔
を
支
え
ま
す
（
図
１
）。

　

少
し
大
き
い
子
の
場
合
は
、
立
て

膝
で
太
も
も
が
う
つ
ぶ
せ
に
し
た
子

の
み
ぞ
お
ち
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
し

ま
す
（
図
２
）。

　

ど
ち
ら
も
頭
を
低
く
し
て
、
背
中

の
真
ん
中
を
平
手
で
４
・
５
回
叩
き

ま
す
。
そ
の
際
、
腹
部
臓
器
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
力
を
加
減
し
ま
す
。

　

後
ろ
か
ら
両
腕
を
回
し
、
み
ぞ
お

ち
の
下
で
片
方
の
手
を
握
り
拳
に
し

て
、腹
部
を
上
方
へ
圧
迫
し
ま
す（
図

３
）。

乳
幼
児
に
窒
息
事
故
が

起
こ
り
や
す
い
原
因

問い合わせ先
健康推進課健康推進係〜

乳
幼
児
の
場
合
〜

背
部
叩こ

う

だ打
法

泗
水
会
場

濱
は ま だ

田晴
は る な

菜（　 富出分）

本
もとやま

山雅
ま さ と

人（　 桜山五）

村
むらかみ

上琥
こ は く

珀（　 富の原一）

麻
あ そ う だ

生田優
まさひろ

宏（　 岩本）

嶋
しまさき

崎日
は る み

泉（　 新明団地）○旭

○旭

○泗

○泗

○泗

　

乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
は
、
食
べ
物
に
よ
る
窒
息
が
起
き
や
す
く
、
厚

生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
食
べ
物
に
よ
る
窒
息
の
死
亡
者
数
は
、
最

近
で
は
毎
年
４
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
起
こ
る
可
能
性
は
い
つ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気

遣
い
や
対
策
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
予
防
法
や
応
急
手
当
に

つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

食べ物による
窒息事故にご注意ください

　７月 16日（水）に泗水会場で、23日（水）に旭志会場で、
25日（金）に菊池会場で、３歳児健診がありました。歯科検診
の結果、むし歯がなかった子どもさんを紹介します。（敬称略）

　むし歯予防のためには、家族ぐるみで取り組むことがとても重
要です。これからも「甘いものを控えること」、「歯みがきをする
こと」、「歯を強くすること」、「定期健診を受けること」を心がけ、
むし歯ゼロで頑張りましょう。
　今回むし歯があったお子さんは、なるべく早く歯科医院を受診
しましょう。

健康だより

菊
池
会
場

森
もり

　遥
は る と

都（　 北原）

迫
はざま

　泰
たいせい

誠（　 下橋田）

高
たかもり

森愛
あ い こ

子（　 中町）

中
な か の

野心
こ は る

晴（　 高野瀬）

前
ま え だ

田崚
りょうた

太（　 上赤星）○菊

○菊

○菊

○七

○菊

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子

乳
幼
児
、
高
齢
者
な
ど
の

　

食
べ
物
に
よ
る
窒
息
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

で
受
け
る
よ
う
な
食
べ
方
を
さ
せ

な
い
。

•
食
事
中
に
乳
幼
児
を
び
っ
く
り
さ

せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

•
乳
幼
児
に
食
べ
る
こ
と
を
無
理
強

い
し
な
い
。

•
年
長
の
子
ど
も
が
乳
幼
児
に
危
険

な
食
べ
物
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
す
る
。

•
嚥
下
障
害
を
も
つ
乳
幼
児
で
は
食

べ
物
に
よ
る
窒
息
が
お
こ
り
や
す

く
、十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

高
齢
者
で
は
、
摂
食
・
嚥
下
（
え

ん
げ
）（
食
べ
物
を
口
か
ら
食
道
を

経
て
胃
に
送
る
）
機
能
が
低
下
し
て

い
る
た
め
、
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
粘
り

の
あ
る
食
べ
物
な
ど
は
、
咀
し
ゃ
く

（
噛
み
砕
く
こ
と
）
し
に
く
く
大
き

な
塊
の
ま
ま
喉
に
入
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
、
窒
息
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
だ
液
の
分
泌
も
少
な
く
、

咀
し
ゃ
く
機
能
が
低
下
す
る
の
で
、

右
下
図
の
よ
う
な
食
物
形
態
は
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
口
の
中
の
乾
燥
、
歯
の

喪
失
な
ど
も
咀
し
ゃ
く
機
能
の
低
下

に
つ
な
が
る
の
で
、
食
事
の
際
に
は

お
茶
や
水
な
ど
で
口
の
中
を
湿
ら
せ
、

水
分
を
取
り
な
が
ら
食
べ
る
と
と
も

に
、
歯
周
病
予
防
や
義
歯
の
調
整
な

ど
に
も
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

乳
幼
児
と
高
齢
者
の
食
べ
物
に
よ

る
窒
息
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
重
要
な

こ
と
は
、
次
の
２
つ
で
す
。

●
食
べ
物
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

し
て
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

●
食
事
の
際
は
、
な
る
べ
く
誰
か

が
そ
ば
に
い
て
注
意
し
て
見
て
い

る
。

高
齢
者
に
窒
息
事
故
が

起
こ
り
や
す
い
原
因

　ナッツ類、丸いあめ、ブド
ウ、プチトマト、もち、ちく
わ、たくあん、こんにゃく入
りゼリー、生のにんじん、棒
状のセロリ、リンゴ、ソーセー
ジ、肉片、こんにゃく、ポッ
プコーン　など

乳幼児で窒息の
原因になった食べ物

高齢者で窒息の原因になった食べ物
 加熱しても柔らかくなりにくいもの（いか・たこ・
きのこ類など）、硬いもの（ナッツ類など）、
厚みのないもの（海苔やレタスなど）、パサ
パサしたもの（パン・ふか
し芋など）、繊維の強いも
の（青菜類など）

万
が
一
、
つ
ま
っ
た
時
の
た
め
に

応
急
手
当
を
覚
え
てお

き
ま
し
ょ
う

　

万
が
一
つ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
１
１
９
番
通
報
を
誰
か
に
頼
み
、

つ
ま
っ
た
物
の
除
去
を
試
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
咳
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
咳
を
さ
せ
ま
す
。
咳
が
で

き
な
く
て
も
、
意
識
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
２
つ
の
方
法
で
、
つ
ま
っ
た

物
の
除
去
を
試
み
ま
し
ょ
う
。

〜
年
長
児
や
大
人
の
場
合
〜

ハ
イ
ム
リ
ッ
ヒ
法

（
腹
部
突
き
上
げ
法
）

　

こ
の
方
法
が
行
え
な
い
場
合
、
横

向
き
に
寝
か
せ
る
か
、
座
っ
て
前
か

が
み
に
し
て
、
前
記
の
「
背
部
叩
打

法
」
を
試
み
ま
す
。

※
高
齢
者
で
は
食
べ
物
が
口
の
中
に

た
ま
っ
て
い
る
の
が
見
え
れ
ば
、

ま
ず
、
ハ
ン
カ
チ
や
ガ
ー
ゼ
な
ど

を
巻
い
た
指
で
口
か
ら
掻
き
出
す

こ
と
を
試
み
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
救
急
車
を
呼
ぶ

こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
応
急
処
置
と
し
て
行
う

こ
と
が
肝
心
で
す
。

　

し
か
し
、
窒
息
事
故
が
起
こ
り
や

す
い
原
因
を
理
解
し
、
未
然
に
、
窒

息
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
最
も
大
切
で

す
。

　子どもや高齢者を中心に　こんにゃく

入りゼリーによる窒息事故が起きていま

す。独立行政法人国民生活センターは、

平成７年以降に死亡事故事例 14件を確

認しており、消費者に対し注意喚起して

います。

　窒息事故防止のため、平成 19年９月、

こんにゃく製造業や菓子製造業など関係

業界団体では、一口タイプのこんにゃく

入りゼリーが子どもや高齢者には不向き

であることを表す、

統一的な警告マー

クや注意書きを袋

に表示することを

決定しました。

こんにゃく入りゼリーによる
窒息事故に注意しましょう

旭
志
会
場

図2背部叩打法変法
（少し大きい子） 図1背部叩打法（乳児）

図3ハイムリッヒ法（年長児）
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新着図書情報

21番目のやさしさに
-ダウン症のわたしから - 岩元綾　著
ダウン症の当事者として初めて４年制
の大学を卒業した著者の誕生から幼児
期、小・中・高・大学を経て今に至る
までの軌跡。世界ダウン症会議での英
語のスピーチ、絵本の翻訳・出版講演等、
自らの可能性を広げて生きる著者の優
しくて心にしみるメッセージ。

21（Twnety one） 小路幸也　著
21 世紀、21 歳になる、21 人。中学入学の日に、担任
に言われ、それから特別な絆で結ばれていたと信じてい
た。11 年後、仲間の一人、晶が何も告げず思い出の教
室で自ら死を選んでしまう。通夜に集まり理由を詮索す
る中で明らかになる事実とは。残された者たちも自らの
人生を見つめ直す・・・。旬の作者が描く感動作。

基礎からわかる生理学 岡田隆夫　著
足は第２の心臓といわれるが、根拠はあるか。人間は皮
膚呼吸しているか。ステロイド剤がいろいろな病気に効
くのはなぜか。素朴な疑問から専門的な疑問まで丁寧に
答えながら、生理学の基本がしっかり解説された、基礎
からわかる生理学の本。

冷蔵庫で食品を腐らせない日本人
魚柄仁之助　著

加工食品の賞味期限偽装、毒入り中国食品。危うい食環
境で安全性を守るには自分の食は自分で手を加えるしか
ない。食品を腐らせず、おいしく食べるには少しの工夫
があればよい。便利さを知って失った知恵と工夫をとり
戻し、食の安全性を確保する為の「ひと工夫」を紹介し
てくれる注目の本。

しちどぎつね たじまゆきひこ　作
一度仇をされたら七度だまして返
すという「七度狐」。伊勢参りの２
人組みが次々と化かされて、川で
もないのに田んぼを裸で渡ったり、
こわーいおばけに伊勢音頭を踊ら
されたり、のてんやわんや。大阪
弁のテンポよいやりとりと型染め
のダイナミックな爆笑落語絵本。

復讐プランナー あさのあつこ　著
カツアゲされていた親友を助け、いじめられるように
なった雄哉。一人悩み苦しむ彼の前に現れたのは、いつ
もさぼってばかりの先輩だった。「復讐計画を立ててみ
ればいい。復讐、仕返しのことだよ」あさのあつこが描
く14歳の世渡り術。巻末に復讐プランナー養成講座収録。

秘密の島のニム ウェンディー・オルー　著
ニムとお父さんのジャックは、地図にものっていない秘
密の島に暮らしています。ある日ジャックはプランクト
ンの研究のため、３日間海に出ることに。留守中メール
チェックを頼まれたニムは、一通のメールを受け取りま
す。それは憧れの冒険小説家アレックスからで・・・。
2008年秋公開の映画「幸せの１ページ」原作本。

京都紫式部のまち -その生涯と『源氏物語』- 
坂井輝久　文 /井上匠　写真

現在も読み継がれる『源氏物語』が記録上確認されてから
今年で一千年。著者の紫式部とはどんな人物だったのか?
紫式部に言い寄ってきた藤原道長、ライバルである清少納
言、共に働いた和泉式部など、平安時代の文化人たちとの
エピソードや縁の地を写真で紹介。

泗水図書館

中央公民館図書室

夢の中まで語りたい 大泉洋・松久淳　著
タレントで、俳優としても活躍する大泉洋と作家の松久
淳による対談。好みは同じでも性格は正反対な２人。学
生時代のバレンタインの甘い思い出やアルバイトに関す
る考え方、人生相談についてなどなど。大泉洋をモデル
とした松久淳の書き下ろし短篇小説「猫の帰還」も収録。

ごめん 原田マハ　著
雑誌に載っていた詩を見て、悲惨だった
時代を思い出す範子。夫が事故で意識不
明になり、謎の銀行口座の存在を知った
陽菜子。順風満帆だったが、突然の病気
の宣告に驚く咲子。ある事情からニュー
ヨークに渡った麻理子。懸命に生きなが
らも、揺れ動く４人の女性を描いた短篇集。

トム トミー・デ・パオラ　作
トミーは、おじいちゃんのトムが大好き。おじいちゃん
はトミーと一緒に大騒ぎしたり、いろんなお話をしてく
れます。陽気でいたずらっぽいおじいちゃんと孫の交流
をユーモラスにあたたかく描いた、人気絵本作家トミー・
デ・パオラの自伝的絵本。

赤めだか 立川談春　著
少年の頃の夢は競輪選手になること・・・。その後、周
囲が漫才ブームで沸く中で反発し、図書室で出会った落
語全集。誰も目もくれない本がきっかけだった。17歳
で天才・立川談志に入門、笑って泣いて心に沁みる、師
弟関係とは。落語家前座生活を綴った破天荒な名随筆。

めでたしめでたしからはじまる絵本
デイヴィッド・ラロシェル　文 /リチャード・エギエルスキー　絵
/ 椎名かおる　訳
騎士とお姫さまは結婚し、末永く幸
せに暮らした。さて、どのように二
人は出会い、恋に落ちたのか ?それ
は、レモネードを騎士にお姫さまが
浴びせたから。何故、お姫さまは騎
士にレモネードを浴びせたのか・・・?
物語が、「むかしむかし」からではな
く、「めでたしめでたし」からはじまる風変わりな絵本。

時が滲む朝 楊逸（ヤン・イー）　著
中国西部の田舎から厳しい競争をくぐり抜
け、親友、謝志強とともに名門秦漢大学へ
入学した梁浩遠。学生運動に加担するも運
動は天安門での悲惨な結末を迎える。これ
が人生の岐路となり、２人はそれぞれの道
を生きる・・・。青春と挫折を軸に現在の
中国を描いた芥川賞受賞の話題作。

数字で読み解く日本史の謎 河合敦　著
赤穂浪士は本当に「四十七士」か？江戸には八百八町も
町があったのか？テレビ、ラジオでも活躍する著者が、
数字にまつわる歴史用語の由来や謎を楽しく読み解きな
がら、意外な日本史の真実を明らかにする。日本史の面
白さに目覚める一冊。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 ９月の予定

　

こ
の
お
話
は
、
こ
ぶ
た
の

お
母
さ
ん
が
ね
つ
を
だ
し
た

の
で
、
き
ょ
う
だ
い
３
び
き

で
力
を
合
わ
せ
て
お
か
あ
さ

ん
の
た
め
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

を
つ
く
っ
た
り
、
ビ
ニ
ー
ル

ぶ
く
ろ
に
こ
お
り
を
い
れ
て

お
で
こ
を
ひ
や
し
て
あ
げ
た

り
す
る
お
話
し
で
す
。

　

３
び
き
の
こ
ぶ
た
た
ち
は
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
は
お
さ
ら

が
い
る
な
と
思
っ
て
だ
し
ま

す
が
、
お
か
あ
さ
ん
の
お
き

に
い
り
の
お
さ
ら
を
パ
カ
ー

ン
と
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
こ
ぶ
た
た
ち
は
、
お

さ
ら
に
テ
ー
プ
を
ぺ
ッ
タ
リ

は
っ
て
な
お
し
ま
し
た
。

　

お
か
あ
さ
ん
が
お
き
て
き

た
の
で
、
こ
ぶ
た
た
ち
は
、

ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

た
。
そ
し
て
い
い
ま
し
た
。

「
お
か
あ
さ
ん
」「
え
？
な
あ

に
」「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
つ

く
っ
た
ん
だ
。
た
べ
て
よ
」

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
、

お
か
あ
さ
ん
が
た
べ
よ
う
と

し
た
ら
、
お
さ
ら
が
、
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
あ

ら
、
お
き
に
い
り
の
お
さ
ら

だ
っ
た
の
に
・
・
・
」
こ
ぶ

た
た
ち
は
い
い
ま
し
た
。「
ご

め
ん
な
さ
い
。
ぼ
く
た
ち
が

わ
っ
た
ん
だ
。
ご
め
ん
な
さ

い
」

　

で
も
お
か
あ
さ
ん
は
、
３

び
き
を
ギ
ュ
ー
ッ
と
だ
き
し

め
て「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
」

と
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
い
っ
ぱ
い

し
ゅ
る
い
が
あ
り
ま
す
。
で

も
わ
た
し
は
、
こ
の
本
が
一

ば
ん
お
も
し
ろ
い
の
で
す
き

で
す
。
え
が
に
ぎ
や
か
な
と

こ
ろ
も
す
き
で
す
。

私
の
推
薦

佐
さ っ さ

々夏
な つ き

来さん
（七城小２年）

返却ボックスを設置しました
本の時間外返却ボックスを設置しました。閉館時の
返却にご利用ください。
※視聴覚資料は入れないでください。
※開館時間中の使用はできません。
（泗水図書館）

DVDが入りました
視聴覚資料に新しくDVDが加わりました。まだ本
数が少ないため、しばらくは館内視聴のみとなりま
す。（泗水図書館）

お楽しみ会
９月 21日（日）午後２時からのお楽しみ会は「て
ぶくろ人形作り」をします。どなたでもお気軽にご
参加ください。（定員 15人）
（泗水図書館）

トールキンが亡くなった日
イギリスの小説家で英語学者でもあったジョン・ロ
ナルド・トールキンは、南アフリカで生まれ、３歳
でイギリスに移住しました。オックスフォード大学
卒業後は、英語辞典の編集に関わり、母校で英語学
や中世文学を教えました。そして、1973 年９月２
日、81歳で亡くなりました。トールキンの作品に
は、中世の伝説や言葉への深い知識が元となってお
り、代表作である、姿が見えなくなる魔法の指輪を
巡る冒険物語『指輪物語』は、今なお根強い人気が
あります。図書室にも所蔵していますので、この機
会に読んでみませんか？
（中央公民館図書室）

３
び
き
の
こ
ぶ
た
の
お
て
つ
だ
い

あ
さ
の　

な
な
み　

作

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

１ 月 休館日
２ 火
３ 水
４ 木
５ 金
６ 土 閉室日
７ 日 閉室日 閉室日 閉室日
８ 月 休館日
９ 火
10 水
11 木
12 金

13 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日

しすいっ子
童話会の
おはなしかい
11:00 ～

14 日 閉室日 閉室日 閉室日
15 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
16 火
17 水
18 木
19 金

20 土 閉室日 古典を楽しむ
会　14:00 ～

21 日 閉室日 閉室日 閉室日 お楽しみ会
14：00～

22 月 休館日
23 火 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
24 水
25 木

26 金 おはなしの部
屋　11:00 ～

27 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日

しすいっ子
童話会の
おはなしかい
11:00 ～

28 日 閉室日 閉室日 閉室日
29 月 休館日
30 火 休館日

きみの遠い故郷へ
 ウィル・ソース　著

亡き妻の遺灰を手に訪れた妻の故郷。病
気をわずらい変わってしまった夫と、
ウェールズの町でホテルを営み宿泊客を
もてなす妻。それぞれに傷と喪失感をか
かえ出会った２人・・・。美しい自然の
なかで綴る大人のための恋愛小説。
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せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

７
月
例
会

き
し
き
し
と
洗
へ
ば
茄
子
の
紺
の
色 

服
部　

静
子

盆
来
た
る
死
に
そ
こ
な
ひ
し
身
に
迎
ふ 

坂
本
ま
つ
え

蟻
の
列
見
つ
め
動
か
ぬ
幼
な
孫 

寺
本　

和
子

夏
夕
焼
う
つ
ろ
ひ
に
佇
ち
盡
し
け
り 

村
山　

数
恵

日
焼
け
し
て
少
年
の
丈
母
を
越
え 

五
丁　

義
昭

冷ひ
や
や
っ
こ奴
裸
で
晩
酌
そ
れ
で
可よ

し 

内
村　

泊
虹

老ろ
う
お
う鴬
の
妻
の
耳
に
は
届
か
ざ
る 

藤
本　

邦
浩

梅つ

ゆ雨
明
け
て
今
日
は
た
ち
ま
ち
猛も

う
し
ょ暑
か
な

（
中
三
）
渡
辺　

一
史

蚊
に
悩
み
暑
さ
に
悩
み
寝
不
足
に

（
中
三
）
渡
辺　

大
寿

肥
後
狂
句
水
笑
会
　

７
月
例
会

器
量
よ
し　

降
る
縁
談
に
困
っ
と
る 

続　
　

義
昭

思
い
や
り　

吸
う
な
呑
む
な
て
注
意
さ
す 

井
手　

水
光

思
い
や
り　

思
い
や
ら
れ
る
年
に
な
り 

平
井　

江
彩

嬉
し
く
て　

言
葉
に
な
ら
ぬ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

神
尾　

迫
水

回
覧
板　

む
ご
う
好
か
こ
つ
書
い
て
あ
る 

吉
岡　

三
水

回
覧
板　

見
ら
ず
に
回
し
恥
か
い
た 

御
手
洗
三
代

我
慢
が
ま
ん　

エ
コ
ー
ラ
イ
フ
て
知
ら
ん
と
か 

清
原　

英
坊

我
慢
が
ま
ん　

リ
モ
コ
ン
置
い
て
取
る
団
扇 

中
島　

五
女

我
慢
が
ま
ん　

や
せ
る
や
せ
ん
の
別
れ
道 

宮
上　

美
由

器
量
よ
し　

言
わ
れ
て
み
た
い
私
で
す 

柏
原　

乗
仏

器
量
よ
し　

あ
っ
ち
ば
向
い
て
は
っ
て
か
す 

山
隈　

好
茶

七
城
短
歌
会
　
　
　

７
月
詠
草

早
苗
田
の
夕ゆ

う
か
げ光
見
つ
つ
酌
み
交
わ
す
夢
は
星
へ
と
七
夕
の

夜 

村
上　

幾
雄

バ
ッ
チ
ョ
笠
冠
り
し
ま
ま
で
昼
餉
な
せ
る
七
十
年
前
の
田

植
え
の
畦
見
し 

岩
崎　

照
代

コ
ス
モ
ス
に
日
課
の
水
掛
く
梅
雨
明
け
の
厳
し
く
差
す
日

の
翳か

げ

り
を
待
ち
て 

水
田
紗
陽
子

信
号
を
待
つ
間
を
見
和
ぐ
早
苗
田
に
そ
よ
ぐ
緑あ

お
ば葉
が
水
面

に
映
え
ゐ
て 

緒
方　

寛
子

夕
す
げ
が
梅
雨
の
雨
間
に
咲
き
初
め
り
う
す
き
花
び
ら
に

し
ず
く
残
し
て 

高
木　
　

精

新
緑
の
庭
に
す
ず
ら
ん
黄
小
花
咲
き
連
な
り
て
朝
に
や
す

ら
う 

岩
津　

涼
子

大
雨
に
冠
水
し
た
る
早
苗
田
を
目
凝
ら
し
覗
け
ば
葉
先
の

槍
立
つ 

下
川　

つ
ぎ

い
ず
く
よ
り
花
供
え
あ
り
奥
津
城
の
夫つ

ま

に
問
い
掛
け
水
替

ゆ
る
な
り 

吉
間　

充
子

テ
レ
ビ
に
て
浸
水
被
害
の
地
区
写
す
さ
ほ
ど
離
れ
ぬ
町
に

息こ

が
住
む 

森　
　

道
子

畑
に
撒ふ

り
ゆ
く
石
灰
何
の
遺
恨
な
る
か
汗
な
す
顔
を
容
赦

な
く
刺
す 

佐
　々

重
弘

旭
志
文
芸
俳
句
会
　

７
月
詠
草

お
城
門
樹
齢
不
詳
の
楠
若
葉 

芹
川　

蓉
子

庭
に
舞
ふ
蛍
は
夫
の
魂
の
ご
と 

芹
川
の
り
子

小
綬
鶏
や
朝
の
し
じ
ま
を
破
り
け
り 
出
田
み
と
り

ほ
と
と
ぎ
す
初
鳴
き
聞
く
や
厨
事 
水
谷　

ミ
ネ

村
二
軒
日
の
丸
掲
ぐ
子
供
の
日 

東　
　

芳
子

玉
葱
の
吊
ら
れ
行
く
竿
た
わ
み
け
り 

中
尾
ヨ
シ
コ

俄
か
雨
樫
の
葉
っ
ぱ
に
露
光
る 

郷　

ミ
ヤ
子

広
報
文
芸
き
く
ち

菊
池
短
歌
会

　

７
月
詠
草

根
を
山
に
奔
放
し
て
な
る
葛
蔓
吾
が
家
覆
ふ
が
の
あ
ら
あ

ら
し
さ
よ 

岩
木　

妙
子

謹
み
て
余
生
送
ら
む
わ
が
決
意
く
づ
る
る
な
か
れ
山
脈
青

し 

氏
岡　

百
枝

久
々
に
会
ひ
た
る
亡
夫
に
目
覚
め
し
も
後
姿
な
り
し
振
り

向
か
ざ
り
し 
梅
野
か
を
り

ひ
と
り
居
の
そ
こ
は
か
と
な
き
夕
ま
ぐ
れ
十
薬
の
花
濡
れ

て
真
白
し 

黒
田　

衣
子

端
然
と
並
み
植
ゑ
ら
る
る
早
苗
田
は
日
本
民
族
の
芸ア

ー

ト

術
作
品

と
云
は
む 

古
賀　

勝
士

阿お
も
ねら
づ
貫
き
て
生
く
る
生
あ
り
と
葦
群
れ
青
き
橋
を
わ
た

り
ぬ 

怒
留
湯
健
蓉

可
も
不
可
も
ま
た
有
難
み
い
さ
ぎ
よ
く
六
月
尽
の
カ
レ
ン

ダ
ー
剥
ぐ 

村
上　

咲
江

娘
に
送
る
畑
の
枝
豆
、
茄
子
、
ト
マ
ト
近
況
一
枚
走
り
書

し
て 

山
下　

菊
代

深
海
色
に
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
咲
き
出
で
ぬ
梅
雨
の
間
に

「
今
」
と
切
り
ゆ
く 

山
代　

静
子

手
を
休
め
梅
雨
の
あ
い
ま
の
散
歩
道
青
田
を
渡
る
風
こ
こ

ち
よ
し 

余
語
や
す
子

万
句
の
里
俳
句
会
　

７
月
句
会

梅
干
せ
ば
祖
母
の
面
影
近
づ
き
し 

茨
木　

幸
子

一
雨
の
去
り
し
大
樹
の
蝉
時
雨 

松
永　

久
子

出で
み
ず水
し
て
小
魚
逃
れ
く
る
支
流 

中
路　

郁
子

薄
雲
を
抜
け
て
ま
ん
ま
る
月
涼
し 

高
木　

陽
子

芋
の
葉
に
旱

ひ
で
り

最
も
来
て
を
り
し 

鋤
本　

ト
ミ

秘
や
か
に
古
代
を
開
く
蓮
の
花 

田
中
ひ
さ
子

木
洩
日
の
風
の
捉
へ
し
秋
の
蝉 

東　
　

鈴
子

寝
返
り
の
夢
も
現

う
つ
つ

も
熱
帯
夜 

稲
田　

羚
子

蝉
し
ぐ
れ
短
か
い
命
降
り
し
き
る 

大
山　

厚
子

ほ
と
と
ぎ
す
山さ

ん
こ湖
の
波
の
光
り
出
す 

梅
田　

昭
子

夾
竹
桃
咲
い
て
公
園
昼
下
が
り 

光
本
と
よ
い
ち

濯そ
そ

ぎ
干
す
ま
な
か
ひ
に
湧
く
夏
の
雲 

小
川　

照
子

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

見
苦
し
か　

何
期
会
長
す
る
か
い
た 

田
中　

孝
幸

色
と
り
ど
り　

ギ
ャ
ル
の
水
着
で
目
の
保
養

 

藤
野　

清
子

さ
わ
や
か
さ　

新
緑
匂
う
雨
上
が
り 

小
川　

繁
美

色
と
り
ど
り　

衣
装
も
競
い
よ
る
ア
テ
ネ 
光
堀　

善
教

あ
の
頃
は　

天
皇
は
神
様
だ
っ
た 
髙
倉　

新
米

月
あ
か
り　

遠
廻
り
し
て
帰
ろ
う
か 

須
藤　

新
生

あ
の
頃
は　

一
山
売
り
ゃ
ァ
良
か
普
請 

窪
田　

明
徳

あ
の
頃
は　

憲
兵
が
幅
効
か
し
た
つ 

田
尻　

浩
風

青
息
吐
息　

年
金
だ
け
の
医
者
通
い 

狩
野　

本
六

あ
の
頃
は　

金
の
卵
と
呼
ば
れ 

高
木　

房
惠

家
族
会
議　

た
ら
い
回
し
の
老
い
た
親 

上
村　

○
子

今
が
旬　

鳥
の
声
聞
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

田
中
レ
イ
子

泗
水
短
歌
会 

　
　
　

７
月
詠
草

二
十
年
寝
た
き
り
の
母
が
左
手
で
書
き
し
肥
後
狂
句
目
頭

う
る
む 

西　

カ
オ
ル

風
吹
け
ば
風
に
さ
ゆ
ら
ぎ
百
日
紅
の
紅
覗
か
せ
て
亡
夫
の

忌
近
し 

平
嶋
き
く
え

裏
畑
に
枇
杷
の
実
色
づ
き
小
鳥
等
は
遊
び
場
と
な
し
つ
つ

き
い
る
ら
し 

宮
本　

峯
子

妹
と
オ
セ
ロ
ひ
と
と
き
楽
し
む
に
次
第
に
肩
に
力
か
か
り

来 

増
田
久
美
子

五
月
雨
の
続
き
し
日
々
を
疎
み
し
も
晴
る
る
夏
日
に
ま
た

愚
痴
こ
ぼ
す 

大
島　

き
と

朝
風
に
胸
の
産
毛
を
膨
ら
ま
せ
鴨
の
群
れ
行
く
早
苗
揺
ら

し
て 

吉
安　

永
子

阿
蘇
の
峰
東
に
望
む
吾
が
郷
土
沃
土
に
棲
み
て
歳
を
重
ぬ

る 

福
原
美
智
子

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
鰯
雲
」
見
て
な
つ
か
し
く
五
十
年
前
の

田
押
車
は 

内
田
つ
ね
代

今
年
夏
武
道
館
に
て
試
合
と
う
孫
の
結
果
待
つ
ケ
イ
タ
イ

を
買
う 

高
藤
タ
ツ
ノ

広
報
文
芸
き
く
ち
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熊
本
県
で
は
、特
定
不
妊
治
療（
体

外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）
を
受
け

て
い
る
夫
婦
に
対
し
て
、
治
療
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

対
象
治
療
法　

体
外
受
精
お
よ
び
顕

微
授
精

給
付
内
容　

１
回
の
治
療
に
つ
き

10
万
円
ま
で
と
し
、
１
年
度
あ
た
り

２
回
を
限
度
に
通
年
５
年

助
成
対
象
者　

体
外
受
精
お
よ
び
顕

微
授
精
以
外
の
治
療
法
で
は
妊
娠
の

可
能
性
が
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ

た
県
内
（
熊
本
市
を
除
く
）
に
住
む

戸
籍
上
の
夫
婦
。

※
今
年
度
は
、
治
療
終
了
日
が
平
成

20
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月

31
日
の
人
が
対
象
で
す
。
平
成
21

年
３
月
末
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

そ
の
他

•
所
得
制
限
あ
り
（
夫
婦
合
算
し
た

所
得
額
が
７
３
０
万
円
未
満
）

•
指
定
医
療
機
関
や
申
請
に
必
要
な

書
類
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

不
妊
に
関
す
る
相
談
先

　

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
内
）　

　

熊
本
市
長
嶺
南
２
丁
目
３
‐
３

○
電
話
相
談

　

☎
０
９
６
（
３
８
１
）
４
３
４
０

　

平
日
（
月
〜
金
）
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
で
、対
応
者
は
相
談
員（
保

健
師
な
ど
）。

○
来
所
（
面
接
）
相
談

　

第
４
金
曜
日
の
午
後
２
〜
午
後
４

時
（
要
予
約
）
で
、
対
応
者
は
産
婦

人
科
医
師
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
保
健
所

　

☎
（
25
）
４
１
３
８

菊池地域
精神保健福祉の集い

　

毎
年
秋
〜
冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
す
る
時
期
で
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
は
、
人
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

中
で
最
近
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
発
生
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。

人
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

毎
年
、
冬
の
シ
ー
ズ
ン
に
「
人
か

ら
人
」
へ
流
行
す
る
も
の
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
直

接
の
原
因
で
す
。
通
常
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
」
と
呼
ん
で
い
る

の
は
、こ
の
「
人
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

に
対
す
る
予
防
接
種
に
あ
た
り
ま
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

本
来
は
、
鳥
の
病
気
で
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
「
鳥

か
ら
鳥
」
へ
の
感
染
で
広
が
り
ま
す
。

感
染
し
た
鳥
と
非
常
に
密
接
に
接
触

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
く
ま
れ
に
人

へ
感
染
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ
た
こ

と
で
感
染
し
た
例
は
こ
れ
ま
で
に
あ

り
ま
せ
ん
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

こ
れ
ま
で
人
の
間
で
流
行
し
た
こ

と
の
な
い
「
人
か
ら
人
」
に
感
染
す

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
出
現
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
出
現
す
る
可
能
性
は

し
だ
い
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
主
に
咳
や

く
し
ゃ
み
な
ど
で
感
染
し
ま
す
の
で
、

感
染
予
防
に
は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
に

対
す
る
日
頃
か
ら
の
心
が
け
が
大
切

で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
前

に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ま
ず
心

が
け
た
い
こ
と
は
、
外
出
後
の
手
洗

い
や
う
が
い
を
日
常
的
に
行
う
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
熱
・
咳
・
く
し
ゃ
み
な
ど

の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
必
ず
マ
ス

ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
咳
や
く
し
ゃ
み

を
押
さ
え
た
手
、
鼻
を
か
ん
だ
手
は

直
ち
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
ほ
か
、

流
行
地
へ
の
渡
航
、
人
混
み
や
繁
華

街
へ
の
外
出
を
控
え
る
こ
と
も
感
染

予
防
に
は
、
重
要
な
こ
と
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
健
康

推
進
係
、
各
総
合
支
所
民
生
課

認
知
症
を
予
防
す
る

　

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
一
般
的
な

認
知
症
の
予
防
法
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

①
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

　

認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気
で
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
次
に
多
い
も

の
が
脳
血
管
性
認
知
症
で
す
。
脳
血

管
性
認
知
症
の
原
因
は
動
脈
硬
化
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
特
に
、
高
血
圧
や

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
は
動
脈
硬
化
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

　

脳
血
管
性
認
知
症
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ

と
、
す
で
に
治
療
を
し
て
い
る
人
は

悪
化
し
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
適
度
な
運
動
を
す
る

　

運
動
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る

こ
と
は
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
す
が
、
認

知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
も
大
切
で

す
。
適
度
な
運
動
や
体
操
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
肥
満
を
予
防
し
、
全
身

の
血
流
を
よ
く
し
ま
す
。
ひ
い
て
は
、

脳
へ
の
血
流
も
増
え
、
酸
素
や
栄
養

素
が
脳
の
細
胞
に
い
き
わ
た
り
活
発

に
働
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
楽
し
く
運
動
す
る
こ
と
は
、

脳
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
変
を
弱
め

た
り
、
記
憶
を
司
る
部
分
の
働
き
を

高
め
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
と
し
て
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
（
目
安
と
し
て
、
週
３
回
、
20
〜

30
分
程
度
の
運
動
）
な
ど
の
有
酸
素

運
動
が
お
勧
め
で
す
。
ま
ず
は
、
自

分
に
で
き
る
運
動
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

③
頭
を
働
か
せ
る
習
慣
を
持
つ

　

脳
の
神
経
細
胞
と
い
う
の
は
、
年

を
取
っ
て
し
ま
う
と
増
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
神
経
細
胞
同
士
を

結
ぶ
枝
葉
（
神し

ん
け
い
せ
ん
い

経
線
維
）
を
豊
富
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
頭
を
働
か
せ
る

こ
と
を
習
慣
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
本
や
新
聞
を
読
む
、
日
記
を
書

く
、
趣
味
を
楽
し
む
な
ど
が
あ
り
ま

す
。特
に
日
記
は
、１
日
を
振
り
返
っ

て
記
憶
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
の
で

頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。

④
生
活
全
般
を
活
発
に
し
よ
う

　

終
日
、
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て

孤
立
し
た
状
況
は
、
認
知
症
を
招
き

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
と
出
会
っ
て
対
話
を
す
る
こ
と

は
頭
を
使
う
こ
と
に
も
な
り
、
外
に

出
る
こ
と
で
身
支
度
を
し
た
り
、
時

間
に
合
わ
せ
て
行
動
し
た
り
と
考
え

る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
人
と
の

交
流
は
、
新
鮮
な
刺
激
と
な
り
、
暮

ら
し
や
こ
こ
ろ
を
豊
か
に
し
ま
す
。

　

老
人
会
や
地
区
の
集
ま
り
な
ど
積

極
的
に
出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
分
が
楽
し
い
と
思
う
こ
と
を

生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
き
が
い
推
進
課

包
括
支
援
係

　

こ
の
体
操
は
、
３
秒
間
を
３
回
行

い
ま
す
。
必
ず
大
き
な
声
で
数
え
、

自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
を
し

な
い
範
囲
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
動

い
て
い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
）
筋
肉

を
意
識
し
て
行
い
ま
す
。
こ
の
体
操

を
す
る
時
は
、
必
ず
こ
れ
ま
で
紹
介

し
た
準
備
運
動
を
し
た
後
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

き
く
筋

○
上
げ
る
足　

お
尻
の
筋
肉
・
太
も

も
の
筋
肉

○
支
え
る
足　

背
中
の
筋
肉
・
お
尻

の
筋
肉
・
太
も
も
の
筋
肉
・
ふ
く

ら
は
ぎ
の
筋
肉

効　

果

○
腰
痛
の
予
防
と
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

○
姿
勢
が
良
く
な
り
ま
す
。

○
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。

○
歩
行
時
の
ふ
ら
つ
き
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

○
お
し
り
の
ま
わ
り
の
筋
肉
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
膝
痛
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

注
意
点

○
上
体
が
後
ろ
に
反
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

○
膝
は
伸
ば
し
た
ま
ま
上
げ
ま
す
。

○
支
え
て
い
る
手
は
、
椅
子
に
頼
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

と　き　９月 22日（月）午前９時 30分～午前 11時 / 正午～午後４時
ところ　菊池市役所本庁舎正面玄関前
内　容　400ml 献血
　現在、400ml 献血の需要が大変大きくなっています。また、薬を飲ん
でいる人でも、献血をお願いできる場合もあります。皆さんの温かいご協
力をお願いします。献血の安全性向上のため、運転免許証などの身分証明
証による本人確認をお願いしています。また、献血カードを持っている人
は、一緒に持参してください。
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

献血のご協力をお願いします

　　月：膝に水がたまったら
　　火：児童虐待の親の
　　　　抱える問題
　　水：スポーツ飲料を
　　　　とりすぎると？
　　木：義歯の安定剤について
　　金：子どもの慢性疲労症候群
土 /日：慢性疲労症候群

 ９月の　　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）
モシモシモシモシモシモシ

 

シ
リ
ー
ズ
㉑

こ
ん
に
ち
は  

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

認
知
症
を
理
解
す
る
⑧

手
を
お
腹
に
あ
て
、
同
じ
側
の
膝
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば

し
、
つ
ま
先
を
自
分
の
方
に
向
け
、
前
に
上
げ
ま
す

さ
あ
、
始
め
よ
う
！

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
シ
リ
ー
ズ
㉔

〜
椅
子
編
〜

筋
肉
・
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ（
足
の
前
側
と
お

し
り
と
背
中
）

　菊池地域では、精神障がい者が安心
して暮らせるような地域を目指して
色々な事業に取り組んでいます。今年
度は、精神障害を正しく理解するため
に集いを計画しました。
　地域住民や当事者、家族、関係者な
ど誰でも参加できます。どうぞ気軽に
参加ください。

と　き　９月 25日（木）
　　　　午後１時 30分～
ところ　菊池市福祉会館２階大会議室
テーマ　地域で暮らしたいPartII
（支えあうこと、それは理解すること）
内　容
体験発表「当事者、家族の思い」
講話「菊池有働病院 南 龍一先生」
問い合わせ先　菊池保健所保健予防課 
　☎（25）4138
または　菊池市役所福祉課

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

○
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
は

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻

を
押
さ
え
、
他
人
か
ら
顔
を

そ
む
け
１
ｍ
以
上
離
れ
る
。

○
呼
吸
器
系
分
泌
物
（
鼻
汁
・

痰
な
ど
）
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
す
ぐ
に
蓋
つ
き
の
箱

に
捨
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
。

○
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク

の
着
用
を
促
す
。

※
咳
を
し
て
い
る
人
の
ウ
イ
ル

ス
の
広
が
り
を
防
ぐ
の
に
、

マ
ス
ク
は
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
症
状
の
な
い
健
康
な
人

が
マ
ス
ク
を
し
て
も
、
ウ
イ

ル
ス
の
吸
入
を
完
全
に
予
防

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
を
ご
存
知
で
す
か

22｜広報きくち｜2008 SEPTEMBER

INFORMATIONおしらせ

23 広報きくち｜2008 SEPTEMBER｜

INFORMATIONおしらせ



わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先
わいふ一番館　�（24）6630

　

川
口
新
左
衛
門
（
一
七
八
〇
〜

一
八
六
四
、
貞
澄
、
新
平
）
は
、
安
永

九
年
村
田
村
（
現
・
菊
池
市
村
田
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
寛
政
四
年
（
ま
ま
、

寛
政
六
〔
一
七
九
四
〕
年
の
誤
り
か
）

十
五
歳
の
時
、深
川
手
永
の
会
所
見
習
、

文
化
年
間
に
は
深
川
会
所
詰
本
役
・
水

次
村
庄
屋
、
文
政
年
間
に
は
深
川
会
所

手
代
役
・
手
永
見み
か
じ
め締
・
村
田
村
庄
屋
役
、

加
え
て
唐か
ら
も
の
ぬ
け
に

物
抜
荷
改
方
横
目
・
郡
代
衆

手
附
横よ
こ
め目
・
御お
こ
お
り郡
筒つ
つ
も
命
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
寸
志
に
よ
り
、
郡
代
直

触
・
諸
役
人
段
を
経
て
、
文
政
十
二

（
一
八
二
九
）
年
五
十
歳
の
時
に
は
、

苗
字
・
刀
御
免
の
在
御
家
人
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

新
左
衛
門
は
天
保
二
（
一
八
三
一
）

年
に『
土
貢
管
見
録
』（
上・中・下
巻
）、

同
九
（
一
八
三
八
）
年
に
『
郡
政
夢
物

語
』
を
著
し
、
前
者
に
よ
り
「
作
紋
袷

羽
織
一
ツ
」
を
下
賜
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
土
貢
管
見
録
』
は
、
上
巻
は
見み

ず図

帳
・
御
土
免
な
ど
四
〇
ヶ
条
、
中
巻
は

徳と
く
掛か
か
り御
免
な
ど
四
〇
ヶ
条
、
下
巻
は
給

地
・
山
林
・
御
惣
庄
屋
等
の
勤
料
な
ど

二
十
五
ヶ
条
、
付
録
「
御
免
方
年
表
之

事
」
で
は
、
天
正
元
（
一
五
七
三
）
年

か
ら
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
ま
で

の
二
七
〇
年
間
の
年
貢
な
ど
税
制
の
変

遷
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
期
の
肥

後
農
政
研
究
に
は
第
一
級
資
料
と
い
っ

て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
『
郡
政
夢
物
語
』
は
、『
土
貢
管
見
録
』

に
基
づ
き
、
夢
物
語
に
托
し
て
、
農
村

の
実
情
を
訴
え
、
地
方
・
民
力
の
盛
衰

や
検
見
・
請
免
の
得
失
、
御
免
方
・
質

地
・
譲
地
の
方
法
を
説
き
、
夢
中
の
老

先
生
に
「
民
治
は
勸
農
力
田
・
質
素
倹

約
」
と
説
か
せ
、自
ら
も
「
質
素
倹
約・

備
荒
を
務
め
、
農
民
の
生
計
を
改
め
、

貢
法
を
改
革
す
べ
し
」と
力
説
し
ま
す
。

（
上
妻
博
之
著
『
肥
後
文
献
解
題
』）

　
そ
の
後
、
天
保
十
年
に
宇
土
・
下
益

城
両
郡
催
合
新
地
築
立
見
習
出
役
、
同

十
二
年
に
は
宇
土
郡
松
山
手
永
北
浦
海

辺
御
新
地
築
立
御
用
懸
に
任
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。『
御
奉
公
附
一
代
記
録
』
に

よ
れ
ば
、安
政
三（
一
八
五
六
）年
に「
役

方
六
十
年
余
之
勤
且
在
役
人
心
得
方
之

書
物
を
も
著
述
い
た
し
、
後
年
逸
稜
之

為た
め
あ
い合
ニ
相
成
候
付
、
目
録
之
通
被
下
置

之
」
と
褒
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

　
克
彦

INFORMATION

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
㉖

　

わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
ハ
ー

ト
ス
マ
イ
ル
集
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
集
会
で
は
、
人
権
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
も
と
に
し
た
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
話
し
合
い
を
す
る
も
の
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
そ
の
集
会
の
グ
ル
ー

プ
の
班
長
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
班
の
人
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
発
表

と
大
切
に
し
て
い
き
た
い
言
葉
を
き

め
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
発
表
で

は
、「
み
ん
な
笑
顔
に
し
よ
う
！
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
み
ん
な
が
楽
し
く
明
る
い

笑
顔
の
絶
え
な
い
学
校
に
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

大
切
に
し
た
い
言
葉
を
決
め
る
時

は
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
出
ま
し
た
。

例
え
ば
「
絆
、
勇
気
、
笑
、
仲
間
」

の
４
つ
が
あ
り
、わ
た
し
た
ち
は「
仲

間
」
を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は

２
つ
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
仲

間
は
ず
し
を
し
な
い
で
し
た
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
仲
間
を
大
事
に
す
る
で

し
た
。
こ
の
２
つ
の
理
由
で
意
見
が

固
ま
り
ま
し
た
。

　

次
は
、
制
作
活
動
が
あ
り
、
制
作

活
動
は
、
大
切
に
し
た
い
言
葉
を
折

り
紙
な
ど
で
、
画
用
紙
に
文
字
を

作
っ
た
り
す
る
活
動
で
す
。
み
ん
な

で
折
り
紙
を
ち
ぎ
っ
て
、
の
り
を
つ

け
て
、
協
力
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

と
て
も
き
れ
い
に
で
き
た
の
で
、
良

か
っ
た
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
制
作
活
動
を
通

し
て
、
前
の
自
分
を
ふ
り
返
っ
て
み

ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
誰
か
と
遊
ぶ

と
き
に
「
こ
の
人
は
入
れ
よ
う
。
こ

の
人
は
、
い
や
だ
！
」
と
仲
間
は
ず

し
を
し
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

ハ
ー
ト
ス
マ
イ
ル
集
会
で
、
仲
間
は

ず
し
は
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。自
分
の
気
持
ち
は
、言
葉
じ
ゃ

な
い
と
伝
わ
ら
な
い
と
学
び
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
に
は
、
み

ん
な
で
遊
ん
だ
り
、
楽
し
ま
せ
た
り

す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
仲
間
を
大
切
に
し

て
、
仲
間
は
ず
し
を
し
な
い
で
、
み

ん
な
で
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

川
口
新
左
衛
門

『
土
貢
管
見
録
』

『
郡
方
夢
物
語
』を
著
述

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ハ
ー
ト
ス
マ
イ
ル
集
会

        　
　

河
原
小　

小
山
奈
津
美

（
平
成
19
年
度
卒
） 40

川口家の墓と新左衛門の碑文

問い合わせ先  ☎（23）1155
夢 美 術 館 情 報

●菊池市文化協会合同展
期間 : ９月 17日（水）～９月 23日（祝）
●菊池渓谷フォトコンテスト入賞作品展
期間 : ９月 27日（土）～ 10月８日（水）
※９月 24日（水）は休館日

　７月 18日開催された教育委員会議で、菊池
政隆公墓（泗水町豊水・安国寺裏）が市の指定
文化財とされ、市内の指定文化財は 143件（国
４・県 23・市 116）になりました。
　菊池政隆は、菊池氏 22 代惣領・能運（よ
しゆき）が 24歳の若さで没した後、永正元年
（1504）、その遺命（故人の残した命令）によ
り跡を継いだ人物で、代々続いた菊池一族の血
族としては最後の惣領です。しかし、家臣団
と豊後大友氏の画策により、継承後わずか３カ
月でその座を追われてしまい、菊池氏の家督を
継承した菊池武経（大友惟長）との争いに敗れ、
永正６年（1509）、現在の墓地がある安国寺
で自刃して果てた、悲運の武将です。享年 19
歳の若さでした。

　地域の文化財は地域の皆さんによって守られ
るものです。今後も、市の文化財保護にご協力
をお願いします。
問い合わせ先　生涯学習課文化振興係

「菊池政隆公墓」を
市指定文化財に

ウェルシティー熊本（永野修一）

期間:９月９日（火）～９月21日（日）

　次世代に残したい美しい熊本や九州などの
自然や風景などを写真に記録しました。ぜひ、
ご高覧ください。

「ウェルシティー熊本」フォトサークルの写真展

支
給
対
象
者　

10
月
１
日
現
在
で
次

の
①
②
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
障
害
者
手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
②
菊
池
市
の
住
民
票
に
１
年
以
上
記

載
さ
れ
て
い
る
人

③
公
的
障
害
年
金（
障
害
基
礎
年
金
・

障
害
厚
生
年
金
・
障
害
共
済
年
金
）

を
受
給
し
て
い
な
い
人

支
給
額　

５
、０
０
０
円
（
年
額
）

支
給
予
定
日　

12
月
下
旬

申
請
手
続
き　

印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

振
り
込
み
希
望
の
通
帳
が
必
要
で
す

受
付
期
間

　

10
月
１
日（
水
）〜
10
月
31
日（
金
）

※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
は
除
く
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　

福
祉
課
、

各
総
合
支
所
民
生
課

　

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
N
H
K

放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
変
わ
り

ま
す
。

全
額
免
除　

こ
れ
ま
で
は
身
体
障
が

い
者
・
重
度
の
知
的
障
が
い
者
が
対

象
で
し
た
が
、
重
度
以
外
の
知
的
障

が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

半
額
免
除　

こ
れ
ま
で
は
世
帯
主
が

視
覚
障
が
い
者
・
聴
覚
障
が
い
者
・

重
度
の
肢
体
不
自
由
者
で
あ
る
人
が

対
象
で
し
た
が
、
重
度
の
内
部
機
能

障
が
い
者
・
重
度
の
知
的
障
が
い
者
・

重
度
の
精
神
障
が
い
者
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

そ
の
他　

N
H
K
放
送
受
信
料
の
免

除
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

印
鑑
・
手
帳
を
お
持
ち
の
上
、
左

記
に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
１
日
よ
り
新
た
に
免
除
の
対

象
と
な
る
人
に
つ
い
て
、
免
除
申

請
の
仮
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　

福
祉
課
、

各
総
合
支
所
民
生
課

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
職

場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
事
業
主
の
義
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
、
被
害
を
受

け
た
労
働
者
の
働
く
意
欲
を
低
下
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
は

生
産
性
の
低
下
、
イ
メ
ー
ジ
の
低
下

な
ど
見
逃
せ
な
い
問
題
で
す
。「
会

社
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
づ
ら
い
」

「
相
談
し
て
も
十
分
対
応
し
て
も
ら

え
な
い
」
な
ど
の
相
談
も
雇
用
均
等

室
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
熊
本
労
働
局
雇
用
均
等

室
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
員
を
配
置
し
、
事
業
主
や

男
女
労
働
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

相
談
受
付
時
間
な
ど

○
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
祭
日
を
除
く
）

○
第
２
・
第
４
火
曜
日

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
８
６
５

　菊池市女性団体代表者会は“男女がともに輝き支
えあう社会（男女共同参画社会）”の実現を目指し
ています。一人ひとりが大切にされ、誰もが自分ら
しく生きる喜びを実感できるまちづくりのために、
市民フォーラムを開催します。
と　き　９月６日（土）
　　　　午後１時 30分～午後３時 30分
ところ　菊池市文化会館　小ホール
講　師　荒井勝彦氏（熊本学園大学経済学部教授）
演　題　「地域の中で考える働き方・暮らし方」
～ワーク・ライフ・バランスを求めて～
その他　手話通訳あり　無料託児あり
（原則２歳～就学前※相談に応じます。９月３日（水）
までにご予約ください）
主　催　菊池市女性団体代表者会
共　催　菊池市
問い合わせ先　男女共同参画推進室

「第９回きくち市民フォーラム」
を開催します（入場無料）

菊
池
市
身
体
障
が
い
者
等

福
祉
年
金
支
給
申
請
手
続

き
の
ご
案
内

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と

し
た
N
H
K
放
送
受
信
料
の

免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
す

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
は
事
業
主
の
義

務
で
す
！

全額免除 半額免除

身　　体
障がい者

世帯全員が市町
村民税非課税

•世帯主が視覚・聴覚
障がい者

•世帯主が重度（１級
または２級）の障が
い者

知　　的
障がい者

世帯全員が市町
村民税非課税

世帯主が重度（Ａ判定）
の知的障がい者

精　　神
障がい者

世帯全員が市町
村民税非課税

世帯主が重度（１級）
の精神障がい者
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動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ

い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
多
数
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

９
月
23
日
（
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

熊
本
県
農
業
公
園
「
カ
ン

ト
リ
ー
パ
ー
ク
」
の
び
の
び
広
場　

内
容
（
予
定
）　

動
物
慰
霊
祭
、
盲

導
犬
の
理
解
・
啓
発
、
一
般
犬
の

し
つ
け
実
演
、
ア
ジ
リ
テ
ィ
ー
実
演
、

警
察
犬
の
模
範
訓
練
、
長
老
犬
表

彰
、
健
康
し
つ
け
飼
育
相
談
、
動
物

用
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ネ
ル
と
ポ

ス
タ
ー
展
示
、
犬
と
の
接
し
方
教
室
、

学
校
飼
育
動
物
活
動
の
紹
介
、
◯
×

ク
イ
ズ
、
動
物
も
の
ま
ね
コ
ン
テ
ス

ト
、
高
校
生
の
動
物
愛
護
主
張
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

主　

催　

熊
本
県
獣
医
師
会
菊
池
支

部
、
熊
本
県
菊
池
保
健
所

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

熊
本
県
菊
池
保
健
所

　

☎
（
25
）
４
１
３
５

　

下
水
道
事
業
の
本
管
は
菊
池
市
で

設
置
し
ま
す
が
、
各
家
庭
か
ら
の
下

水
管
へ
の
接
続
（
個
人
負
担
）
を
行

わ
な
い
と
、
多
大
な
費
用
を
要
し
て

建
設
し
た
施
設
が
生
か
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
を
理
解
い
た
だ
き
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
改
修
や
新
築
な
ど
に
よ
る

家
庭
内
の
接
続
工
事
は
、
市
条
例
に

よ
り
菊
池
市
に
届
出
た
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
で
な
い
と
工
事
が

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
指
定
工
事
店
へ
の
施
行
依
頼
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
１　

業
者
の
人
が
家
に
来
て
、
宅

内
の
下
水
管
を
掃
除
し
た
方
が
い
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
業
者
の

人
に
清
掃
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま

す
か
？

Ａ　

悪
臭
や
下
水
管
の
詰
ま
り
が
あ

る
と
き
は
、
掃
除
し
た
方
が
良
い
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
市
が
業
者
に
指

示
し
て
個
人
宅
内
下
水
管
の
掃
除
を

依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２　

宅
内
の
下
水
が
詰
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

す
か
？

Ａ　

宅
地
（
敷
地
）
内
の
配
水
管
の

管
理
者
は
個
人
に
な
り
ま
す
。
排
水

設
備
指
定
工
事
店
へ
連
絡
し
、
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３　

な
ぜ
油
は
下
水
道
に
流
し
て

は
い
け
な
い
の
で
す
か
？

Ａ　

台
所
な
ど
か
ら
の
油
が
多
量
に

流
入
す
る
と
冷
え
て
固
ま
り
、
下
水

管
を
詰
ま
ら
せ
ま
す
。
ま
た
、
下
水

処
理
場
の
機
能
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
洗
い
物
以
外
の
て
ん
ぷ
ら
油

な
ど
は
下
水
道
へ
は
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

下
水
道
料
金
が
「
人
数
に
よ
る
定

額
制
」
の
家
庭
に
つ
い
て
は
、
人
数

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
早
急
に
下

水
道
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

へ
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

連
絡
が
な
い
場
合
は
、
下
水
道
料

金
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　10月１日（水）から、飼い主のいる犬、ねこの保
健所へ引き取りを依頼する場合には、飼い主責任の明
確化や受益者負担などの観点から手数料が必要になり
ます。
　犬やねこをはじめとして、ペットを飼う際は、最期
まで責任を持って飼えるかなど、将来にわたった計画
を立てた上で飼うようにしましょう。
※犬やねこを捨てることは犯罪行為です。法律により
処罰（50万円以下の罰金）されます。
手数料の額
○犬　　•生後 91日以上１頭につき　2,000 円
　　　　•生後 91日未満１頭につき　　400円
○ねこ　•生後 91日以上１匹につき　1,000 円
　　　　•生後 91日未満１匹につき　　200円
引取場所　最寄りの保健所（事前にご相談ください）
問い合わせ先　菊池保健所衛生環境課
　　　　　　　☎（25）4135

動
物
愛
護
祭
り

〜
人
と
動
物
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
！
〜

手数料が必要
犬、ねこの引き取りには

となります

　菊池・七城・旭志地区の各家庭から出された可燃ごみは、エコヴィレッジ旭で
細かく破砕した後RDF（固形燃料）化され、大牟田市にあるリサイクル発電所
の燃料になっています。
　平成 16年 1月の運転開始からこれまで、大きなトラブルもなく安全に稼動し
ていますが、可燃ごみの中に金属類など（主に空き缶類）の不燃ごみが混入して
いることがあり、ごみを破砕する機械が停止し、機械の刃が破損することが多々
あっています。長いままのロープ（縄）が機械の刃にからまり、機械が停止する
こともありました。
　可燃ごみの袋の中には絶対に金属類を入れない、ロープ（縄）などの長いもの
は 50cm以下にしてからごみ袋に入れるなど、日頃からごみの出し方に心がけ
てください。
　また、最近、家庭から出されたごみ袋（可燃ごみ・不燃ごみ）の中に、市で処
理できない違反ごみが混入していました。ごみの種類によっては、人に害を及ぼ
したり、大惨事になるものがありますので、ごみを出す前にもう一度確認してく
ださい。
◆市で収集できないごみ
○在宅医療用注射器・注射針　収集・分別作業時に大変危険です。かかりつけの
病院に持参し適正に処分してください。
○家畜用注射器・注射針・薬品容器　購入した業者などに引取依頼するなど適正
に処理してください。

※家畜用は、産業廃棄物となり、市では収集・処分できません。
◆家庭で事前処理が必要なごみ
○カセットコンロ用ガスボンベや殺虫用スプレーなどのエアゾール製品　作業中
に爆発したり、火災が起こったりします。ガスを使いきり、屋外の風通しの良
い場所で容器に穴を開け、ガスを完全に抜いて出してください。

　違反ごみのほとんどがちょっとした注意と作業で改善でき、危険を未然に防ぐ
ことができます。ルールを守って環境にやさしいまちをつくりましょう。
問い合わせ先　環境課、各総合支所民生課衛生福祉係

破砕機の刃にからまり破砕機から取り出し
た後のロープ（上）、在宅医療用注射針（中）、
ごみ袋に混入していた家畜用注射針（下）

ごみの出し方に注意を!

下
水
道
本
管
へ
の
早
期
接
続

を
お
願
い
し
ま
す

下
水
道
Q
&
A

家
庭
の
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
早
急
に
連
絡
を

下水道イメージ
キャラクター
「スイスイくん」

　

１
年
３
６
５
日
、
日
夜
休
み
な
く
働
き
続
け
る
下
水
道
に
、「
下
水
道
の
日
」
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

下
水
道
は
、
各
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
の
汚
れ
た
水
を
、
安
全
無
害
の

き
れ
い
な
水
に
か
え
、
川
や
海
に
返
す
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
を
改
善
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
自
然
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
で
す
。

や
さ
し
さ
と 

自
然
を
結
ぶ 

下
水
道

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
問い合わせ先

下水道課
（浄水センター内）

　

熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
で
は
、

豊
か
で
良
質
な
地
下
水
を
保
全
す
る

た
め
に
、
地
下
水
を
採
取
す
る
場
合

の
届
出
や
水
量
測
定
器
の
設
置
な
ど

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

地
下
水
を
採
取
す
る
人
は
届
出
が
必

要
で
す

　

菊
池
市
で
は
、
市
内
全
域
で
吐
出

口
の
断
面
積
が
６
平
方
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
（
口
径
約
２
・
８
㎝
）
を
超
え

る
揚
水
機
で
地
下
水
を
採
取
す
る
場

合
に
は
、
採
取
の
７
日
前
ま
で
に
市

役
所
環
境
課
（
ま
た
は
各
総
合
支
所

民
生
課
）
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

水
量
測
定
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

揚
水
機
の
吐
出
口
断
面
積
（
吐
出

口
が
２
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の

断
面
積
の
合
計
）
が
50
平
方
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
（
口
径
約
８
㎝
）
を
超
え

る
場
合
に
は
、
水
量
測
定
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
採
取
量
を
報
告
し
ま
し
ょ

う
　

平
成
19
年
度
の
地
下
水
採
取
量
報

告
書
の
提
出
が
ま
だ
お
済
で
な
い
方

は
、
至
急
、
市
役
所
環
境
課
（
各
総

合
支
所
民
生
課
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
採
取
量
報
告
書
は
、

採
取
量
が
０
㎥
の
場
合
で
も
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

ま
た
は

熊
本
県
環
境
課
企
画
調
整
班

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
２

地
下
水
を
採
取
す
る
皆
さ
ん
へ

地球温暖化を止めよう !! シリーズ⑥

　「チーム・マイナス６%」では、CO ₂削減のため、
具体的な６つのアクションを提案しています。一人ひ
とりが毎日少しずつ気を付ければ、チーム全体では大
きな削減効果が期待できます。
　あなたができることを行動に移す。これが第一歩。
身近に取り組めるアクションの６つ目を紹介します。
皆さんもぜひ取り組んでみてください。

★過去に紹介したアクション★
①「温度調節で減らそう」: 暖房時の室温は 20℃に

しよう。
②「水道の使い方で減らそう」:蛇口はこまめにしめ

よう。
③「自動車の使い方で減らそう」: エコドライブをし

よう。
④「商品の選び方で減らそう」: エコ製品を選んで買

おう。
⑤「買い物とごみで減らそう」:過剰包装を断ろう
問い合わせ先　環境課環境政策係

〈アクション６:電気の使い方で減らそう〉
コンセントからこまめに抜こう 
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不
必
要
農
薬

　

も
う
使
わ
な
い
、
使
え
な
い
、
処

分
に
お
困
り
の
農
薬
を
J
A
で
一
括

回
収
し
、
処
理
専
門
業
者
委
託
の
う

え
処
分
し
ま
す
。
費
用
は
、
1
キ
ロ

当
り
１
０
０
円
（
税
込
）
で
、
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
回
収
処
分
を
希

望
の
人
は
、
一
緒
に
印
鑑
を
持
参
く

だ
さ
い
。

農
薬
空
容
器
（
プ
ラ
ボ
ト
ル
・
ア
ル

ミ
袋
・
紙
袋
）

　

使
用
済
み
農
薬
空
容
器
の
焼
却
・

廃
棄
は
違
法
と
な
る
た
め
、
J
A
で

回
収
し
ま
す
。
回
収
を
希
望
の
人
は
、

左
記
に
注
意
し
て
持
参
く
だ
さ
い
。

●
農
薬
空
容
器
回
収
の
注
意
点

○
今
回
の
回
収
は
プ
ラ
ボ
ト
ル
・
ア

ル
ミ
袋
・
紙
袋
の
み
で
す

○
プ
ラ
ボ
ト
ル
と
紙
・
ア
ル
ミ
袋
は

分
別
し
て
く
だ
さ
い

○
J
A
指
定
の
回
収
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い

※
回
収
袋
は
J
A
資
材
店
舗
窓
口
に

て
１
袋
１
０
０
円
（
税
込
）
で
販

売
し
ま
す
。

○
プ
ラ
ボ
ト
ル
が
洗
浄
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
紙
・
ア
ル
ミ
袋
に
残
量
が

無
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

•
プ
ラ
ボ
ト
ル
は
ふ
た
を
は
ず
し
、

回
収
袋
に
下
向
き
で
15
本
程
度
入

れ
て
く
だ
さ
い

回
収
日　

９
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

回
収
場
所

•
J
A
菊
池
ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
前

•
J
A
菊
池
七
城
資
材
店
舗
前

•
J
A
菊
池
旭
志
畜
産
セ
ン
タ
ー
前

•
J
A
菊
池
泗
水
資
材
セ
ン
タ
ー
前

問
い
合
わ
せ
先

　

J
A
菊
池
生
産
資
材
課

　
（
担
当
・
中
村
）

　

☎
（
38
）
７
９
０
０

　

市
税
・
国
保
税
の
徴
収
の
た
め
に
、

差
押
え
た
家
電
製
品
や
食
器
・
日
用

品
類
な
ど
を
、
次
の
と
お
り
公
売
し

ま
す
。
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

９
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
場

と
こ
ろ　

七
城
公
民
館
（
七
城
総
合

支
所
横
）

公
売
物
件　

家
電
製
品
、
食
器
・
日

用
品
類
、
そ
の
他

※
詳
細
は
、
９
／
１
回
覧
板
の
「
公

売
会
チ
ラ
シ
」
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
）

公
売
方
法　

入
札

当
日
必
要
な
も
の

○
印
か
ん
（
認
印
で
可
。
法
人
の
場

合
は
代
表
者
印
）

○
購
入
代
金
（
入
札
金
額
お
よ
び
消

費
税
）

○
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

○
委
任
状
（
代
理
人
が
入
札
す
る
場

合
）

そ
の
他

○
公
売
物
件
の
引
き
渡
し
は
、
買

受
代
金
納
付
時
の
現
況
で
行
い
ま

す
。

○
公
売
前
に
滞
納
税
が
完
納
さ
れ
た

場
合
な
ど
は
、
公
売
中
止
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
物
件
は
使
用
品
が
多
く
、
キ
ズ

な
ど
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
上
、
入
札
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
収
納
対
策
室

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
e
‐
T
a
x
）」
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
税
に
関
す
る
各
種

手
続
（
①
所
得
税
、法
人
税
、消
費
税
、

酒
税
及
び
印
紙
税
の
申
告
、
②
す
べ

て
の
国
税
の
納
税
、
③
法
定
調
書
の

提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出
な
ど
）
が

自
宅
や
事
務
所
に
い
な
が
ら
に
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

e
‐
T
a
x
に
関
す
る
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
e
‐
T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w
w
.e
-ta

x.n
ta
.g
o
.jp

※
メ
ー
ル
や
電
話
で
の
質
問
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

最
近
、
税
務
職
員
を
装
い
、
現
金

自
動
預
け
払
い
機
（
A
T
M
）
を
操

作
さ
せ
振
込
み
を
行
わ
せ
る
「
振
り

込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
さ
ん
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
す
る
場
合
は
、

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申
告
書
な
ど

を
基
に
、
そ
の
内
容
を
本
人
に
確
認

す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

●
税
務
署
や
国
税
局
で
は

○
還
付
金
受
け
取
り
の
た
め
に
金
融

機
関
な
ど
の
現
金
自
動
預
け
払
い

機
（
A
T
M
）
の
操
作
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
国
税
の
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関

の
口
座
を
指
定
し
て
振
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

●固定資産税第３期
●国民健康保険税第３期
※口座振替を利用している人は、９月
25日（木）に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

9月の「税」の納期限
９月30日（火）
問い合わせ先　税務課

ネ
ッ
ト
で
ど
こ
で
も
申
告
・

納
税「
e
‐
T
a
x
」

税
務
職
員
を
装
っ
た「
振

り
込
め
詐
欺
」に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

第２回

菊
池
市
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

不
必
要
農
薬
・
農
薬
空
容

器
の
回
収
を
し
ま
す

　松原榮治委員（　 上木庭）の辞任に伴い空席となっ
ていた菊池市農業委員会委員に、中村幸弘氏（　 妻越）
が選任され、７月 25日（金）に辞令が交付されました。
　中村委員は菊池地域農業協同組合推薦の委員で、任
期は平成 21年３月 21日までとなっています。今後
ともよろしくお願いします。

中村幸弘氏を農業委員会委員に選任
○菊

○旭

　

C
O　

削
減
な
ど
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
地
球
環
境
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
中
、
菊

池
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

■
平
成
20
年
度
一
般
住
宅
用
太
陽
光

発
電
設
置
費
の
補
助
の
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す

○
対
象
者　

菊
池
市
に
居
住
し
、
市

内
の
居
住
用
住
宅
）
店
舗
等
と
の

併
用
住
宅
を
含
む
）
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
新
規
に
設
置
す
る

人
と
し
ま
す
（
設
置
後
の
申
請
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
）。

　

な
お
、
申
請
書
の
提
出
締
め
切
り

は
平
成
21
年
の
２
月
末
日
、
ま
た

は
予
算
が
終
了
し
た
と
き
と
し
ま

す
。

○
補
助
の
額　

１
K
W
あ
た
り
２
万

円
（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
、

６
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

■
家
庭
用
省
エ
ネ
パ
ネ
ル
設
置
事
業

実
施
中
で
す

　

一
般
家
庭
に
省
エ
ネ
パ
ネ
ル
を
貸

し
出
し
、
家
庭
で
の
毎
日
の
目
標
値

を
設
定
し
電
気
使
用
量
の
確
認
を
行

い
、
節
電
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
省

エ
ネ
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

○
設
置
対
象
家
庭　

市
内
小
学
校
単

位
で
取
り
組
み
、
希
望
す
る
児
童

の
家
庭
へ
設
置
し
ま
す
。
今
年
度

は
、
隈
府
小
学
校
校
区
の
家
庭
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

○
設
置
期
間　

１
年
間
（
１
年
経
過

後
は
省
エ
ネ
パ
ネ
ル
を
取
り
外
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
事
業
期
間　

平
成
20
年
か
ら
24
年

ま
で
の
５
カ
年
で
、
菊
池
市
内
の

全
て
の
小
学
校
の
希
望
す
る
児
童

家
庭
で
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
で
地
球
環
境
を
守
ろ
う
！
家
庭
で
で
き
る
エ
コ
推
進

Q１. 設置をした理由は？
A. 環境問題について家族で何かできることはない
かと思っていて、目に見えて分かる省エネパネルを
設置すれば環境問題を考える良い機会になると思っ
て応募しました。
Q２. 設置したことで、家族の省エネに対する意識
の変化は？

A. パネルに表示される電力量を見るようになって、無駄な電気はこまめ
に消すようになりました。
Q３. 設置をしての感想は？
A. パネルに表示される電力量を電気料金に換算することもでき、目標を
設定してそれを超えない生活をするよう心がけ
ているので、１年後の省エネ結果が楽しみです。
また、省エネについてのアドバイスもパネルに
表示され、家族みんなでエコに取り組むことが
できているので良かったと思います。

　ご協力ありがとうございました。

家庭用省エネパネルを設置している隈府小３年
の佐伯桃さん、同小１年の佐伯優心くんとご家族
へ、インタビューしました！試験職種・採用予定人員など

受験資格　高等学校卒業以上（平成 21年３月卒業見込者含む）
○昭和 53年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者
○菊池台地用水土地改良区の区域（合併前の旧 12市町村）に、
住所または本籍を有する者「菊池市（旧菊池市、七城町、旭
志村、泗水町）、大津町、合志市（旧合志町、西合志町）、山
鹿市（旧山鹿市、菊鹿町、鹿本町、鹿央町）、植木町」

受付期間　９月８日（月）～９月 26日（金）
※ただし、土曜・日曜は除く。
受付時間　午前９時～午後５時※郵送の場合は９月 26日の消
印があるものに限り受付（必ず配達記録郵便とすること）
試験日（１次試験）　10月 26日（日）午前９時（予定）
試験場所（１次試験）　菊池台地用水土地改良区
※２次試験は 11月下旬を予定。
●その他の詳細は問い合わせてください。
問い合わせ先　菊池台地用水土地改良区総務課
　☎（25）1500

自衛官募集案内菊池台地用水土地改良区職員採用試験

区　分 職　種 採用予定者 勤務先・職種内容

高卒程度 一般事務 若干名
菊池台地用水土地改良区に
勤務し、一般業務（土地改
良区全般）に従事する。

募集種目 受付期間 試験日 受験資格

防　衛
大学校
学　生
（一般）

９月８日
〜

９月30日

１次：11月
15日・16日
２次：12月
16日～20日

高卒（見込含）
21歳未満の
者（自衛官は
23歳未満）

防　衛
大学校
学　生
（推薦）

９月５日
〜

９月９日

９月
27日･28日

高卒（見込含）
21歳未満の者
（学校長の推
薦必要）

防　衛
医科大
学　校
学　生

９月８日
〜

９月30日

１次：11月
１日・２日
２次：12月
３日～５日

高卒（見込含）
21歳未満の
者

看護学生
９月８日

〜
９月30日

１次：10月
25日
２次：11月
22日・23日

高卒（見込含）
24歳未満の
者

応募要領

問い合わせ・申し込み先
　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所
　☎（24）2772

²
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菊
池
市
で
は
、
平
成
18
年
10
月
に

「
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定

し
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
こ
に
、
平
成
19
年
度
ま
で
の

進
捗
状
況
と
成
果
に
つ
い
て
、
主
な

も
の
を
公
表
し
ま
す
。

○
経
費
削
減
面
で
、
約
４
億
３
０
０

万
円
の
効
果
が
出
ま
し
た

　

主
な
も
の
は
、

①
新
規
採
用
見
送
り
な
ど
に
よ

る
職
員
人
件
費
削
減
で
、
約

２
億
１
、０
０
０
万
円

②
行
政
評
価
の
試
行
に
よ
る
補
助
金

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
見
直
し
で
、

約
１
億
１
、０
０
０
万
円

③
市
が
管
理
運
営
し
て
い
た
４
施
設

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た

こ
と
で
、
約
２
、５
０
０
万
円

④
法
令
等
検
索
シ
ス
テ
ム
を
職

員
自
ら
開
発
し
た
こ
と
で
、
約

８
５
０
万
円

な
ど
で
す
。

○
歳
入
増
加
面
で
、約
３
、５
０
０
万

円
の
効
果
が
出
ま
し
た

　

内
訳
は
、

①
市
が
保
有
す
る
遊
休
地
な
ど
を
売

却
し
、
約
２
、０
０
０
万
円

②
税
な
ど
の
滞
納
処
分
の
強
化
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
、
公
売
会

の
実
施
で
、
約
１
、５
０
０
万
円

で
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
平
成
19
年
度
ま

で
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
効
果
額

は
、
約
４
億
３
、８
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
水
道
事
業

の
一
部
民
間
委
託
や
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
、
ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
の
運
行
委

託
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
、
行

政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

行
政
改
革
推
進
課

が
目
的
で
は
な
く
、「
国
民
の
生
命
、

健
康
お
よ
び
財
産
の
保
護
」
を
根
幹

の
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
整
備
課

と　

き　

11
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

熊
本
県
立
劇
場

　
　
　
　

演
劇
ホ
ー
ル

定　

員　

１
、０
０
０
人

参
加
料　

無
料

内　

容　

平
成
20
年
度
熊
本
県
近
代

文
化
功
労
者
顕
彰
式
、
各
種
表
彰
式
、

講
演
会
（
講
師
・
蒲
島
郁
夫
熊
本
県

知
事
）

締　

切　

９
月
22
日
（
月
）

　

３
回
目
の
今
回
は
「
ハ
ン
グ
ル
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ハ
ン
グ
ル
が
作
ら
れ
る
以
前
、
韓

国
の
表
記
手
段
は
漢
字
で
し
た
。
学

び
に
く
か
っ
た
漢
字
は
一
部
の
特
権

階
層
だ
け
が
使
っ
た
の
で
、
一
般
庶

民
は
文
字
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
を
不
憫
（
ふ
び
ん
）
に
思
っ

た
朝
鮮
時
代
４
代
目
の
王
で
あ
っ
た

世
宗
大
王
が
、
初
め
て
ハ
ン
グ
ル
を

１
４
４
３
年
に
作
り
ま
し
た
。
本
来

の
名
前
は
「
フ
ン
ミ
ン
ジ
ョ
ン
オ
ム

（
訓
民
正
音
）」
で
「
民
を
教
え
る
正

し
い
音
（
文
字
）」
と
言
う
意
味
で
す
。

　

現
代
の
よ
う
に
ハ
ン
グ
ル
と
言
う

名
が
使
わ
れ
た
の
は
、
20
世
紀
初
め

で
、
１
９
１
３
年
か
ら
で
す
。
ハ
ン

グ
ル
と
言
う
意
味
は「
偉
大
な
文
字
」

と
言
う
意
味
で
す
。

　

ハ
ン
グ
ル
を
作
っ
た
当
時
は
、
子

音
が
17
個
、
母
音
が
11
個
の
全
部
で

28
個
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
こ

の
中
の
子
音
14
個
、
母
音
10
個
だ
け

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
グ
ル
は
、

基
本
的
に
子
音
と
母
音
の
組
み
合
わ

せ
で
音
を
作
る
仕
組
み
で
す
。

　

漢
字
と
は
違
い
、
24
個
の
子
音
と

母
音
さ
え
暗
記
す
れ
ば
、
誰
も
が
読

み
書
き
で
き
る
と
て
も
学
び
や
す
い

文
字
で
す
。
そ
の
た
め
主
に
庶
民
と

女
性
に
広
く
浸
透
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ハ
ン
グ
ル
の
こ
の
学

び
や
す
い
特
徴
は
、
当
時
の
支
配

階
層
だ
っ
た
両
班
（
ヤ
ン
バ
ン
）
た

ち
（
注:

朝
鮮
時
代
の
特
権
的
な
官

僚
階
級
の
人
た
ち
。
官
位
・
官
職
を

独
占
世
襲
し
、
種
々
の
特
権
・
特
典

を
受
け
て
い
ま
し
た
）
の
反
対
を
招

き
ま
す
。
彼
ら
は
科
挙
（
カ
キ
ョ
）

と
言
う
試
験
を
通
し
て
高
位
職
に
進

出
し
、
漢
字
は
彼
ら
の
特
権
階
層
を

維
持
す
る
一
つ
の
重
要
な
手
段
で
も

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
で
彼
ら
は
、
ハ
ン
グ
ル
を
軽

視
し
「
ア
ム
ク
ル
」、
す
な
わ
ち
女

性
が
使
う
言
語
。
ま
た
は
子
ど
も
た

ち
が
使
う
「
ア
イ
グ
ル
」
と
呼
ん
だ

と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
難
し
い
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ハ
ン
グ
ル
は
徐
々
に
広

く
使
わ
れ
、
現
在
韓
国
で
は
ハ
ン
グ

ル
が
主
に
使
わ
れ
、
漢
字
は
日
常
生

活
で
は
ほ
と
ん
ど
影
を
ひ
そ
め
て
い

ま
す
。

　

わ
ず
か
半
日
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
言
語
。
あ
ま
り
の
学
び
や
す
さ
か

ら
、
貴
族
た
ち
か
ら
軽
視
さ
れ
た
言

語
。
し
か
し
、
今
は
世
界
で
13
番
目

に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
ハ
ン
グ
ル
に

挑
戦
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　菊池市における安全で安心なまちづくりをより
効果的に推進することを目的に、「安全安心な菊
池市の実現に向けた菊池市・菊池警察署連絡会議」
を設置しました。菊池市と菊池警察署が情報を交
換しながら、安全安心な菊池市づくりに努めてい
きます。
　この連絡会議の設立を機に毎月１日を「安全安
心きくちの日」と定め、交通安全や防犯活動など
を、全市統一に取り組むことにしました。
　各団体をはじめ市民の皆さんには、趣旨ご理解
の上、次の要領でぜひご協力をお願いします。
●統一行動啓発日　９月１日から毎月１日に開催
してください※１日が土曜・日曜、祝日にあた
る場合はその月の第１月曜日。
●街頭指導の場所や時間　それぞれの団体で決め
られた地域や場所、時間帯で活動してください
●活動内容　通学・下校時間帯の見守り支援、自
宅前での声かけ運動など
問い合わせ先　安全対策課

「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」県
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
募
集

韓
国
再
発
見
シ
リ
ー
ズ
③

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

菊池市役所
国際観光マネージャー
金相廷さん

　

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
る
と
、

建
築
物
の
扱
い
に
対
し
て
多
少
の
制

限
が
生
じ
て
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
建

築
基
準
法
の
集
団
規
定
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
建
築
物
を
建
築
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
小
規
模
な
建
物
も
建

築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
主
事
の
確

認
を
受
け
る
必
要
が
で
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
高
さ
、
用
途
、
建
ぺ
い

率
、
容
積
率
、
接
道
な
ど
の
制
限
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
と
な
る
今
回
は
、
建
築
基
準

法
の
規
制
の
中
で
も
市
民
の
皆
さ
ん

と
関
係
の
深
い
敷
地
と
道
路
の
関
係

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

建
築
基
準
法
の
道
路
に
該
当
し
な

い
敷
地
や
既
存
建
築
物
で
接
道
が
な

い
敷
地
は
、
新
築
ま
た
は
増
改
築
が

で
き
な
く
な
っ
た
り
、
４
ｍ
未
満
の

道
路
に
接
し
て
い
る
場
合
、
道
路
後

退
が
発
生
し
た
り
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

　
都
市
計
画
⑥

建

築

基

準

法

　６月 14日に発生した岩手・宮城内陸地震発生に伴い、募金箱を
市役所本庁および各総合支所、第３セクターなどに設置しましたが、
７月 31日をもって受付を終了させていただきました。期間中多く
の義援金が寄せられ、総額は 291,238 円に上りました。皆さんか
らの温かいご協力に対し厚くお礼申し上げます。
　お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社を通じ寄附をさせてい
ただきました。
問い合わせ先　総務課

行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
公
表
し
ま
す

「平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震災害」への義援金
ありがとうございました

毎月１日を

①
建
築
物
（
建
物
と
こ
れ
に
付
属
す

る
門
・
塀
等
を
含
む
）
を
建
て
る

場
合
、
敷
地
は
建
築
基
準
法
上
の

道
路
（
４
ｍ
以
上
の
道
路
）
に
２

ｍ
以
上
接
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
図
１
）

②
す
で
に
建
物
が
建
ち
並
び
、
一

般
の
交
通
に
使
用
し
て
い
た
幅
員

１
・
８
ｍ
以
上
で
４
ｍ
未
満
の
道

路
に
接
す
る
土
地
に
建
築
す
る
場

合
、
道
路
の
中
心
か
ら
２
ｍ
後
退

し
た
線
が
敷
地
と
道
路
の
境
界
線

と
み
な
さ
れ
、
そ
の
線
の
内
側
に

建
物
や
門
、
塀
を
建
築
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。（
図
２
・
図
３
）

　

ま
た
、
片
側
が
１
・
１
ｍ
以
上
の

水
路
（
ま
た
は
河
川
・
が
け
な
ど
）

の
場
合
は
、
左
右
に
取
れ
な
い
の
で

４
ｍ
の
幅
が
取
れ
る
線
を
道
路
境
界

線
と
み
な
し
ま
す
。（
図
４
）

　

建
築
基
準
法
で
は
、
４
ｍ
以
上
の

道
路
に
接
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
最
低
の
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、緊
急
車
両（
消

防
車
や
救
急
車
）
が
容
易
に
通
行

で
き
た
り
火
災
の
延
焼
を
防
い
だ
り

す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
基
準
で
す
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

築
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
最
低
限
の
基
準
を
定

め
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
建
築
基
準
法
は
単
に

建
築
行
為
を
規
制
す
る
こ
と
だ
け

●入札（開札）日：７月 29日

件　名
工事
（履行）
場所

落札額
（税込・円）

落札者
指名
業者
数

事　業
担当課予定価格

（税込・円）

平成20年東原地
区（7097-1～
7103-6）築造工
事

野間口
27,510,000 

㈱栄光
建　設 10 下水

道課
28,449,000 

平成20年度菊池
市斑蛇口湖ボー
ト場コース改修
工事

班蛇口
26,040,000 

川　口
建設㈱ 11 社　会

体育課26,577,000 

平成20年度平中
学校線道路改良
工事

旭志
小原

14,311,500 ㈱安武
建　設
工　業

7 土木課
14,755,000 

平成20年度桜山団
地配水管布設替工事
（3工区）

泗水町
永

21,577,500 ㈲赤星
設　備 10 水道局

22,386,000 

平成20年度伊野
地区配水管布設
替工事（1工区）

原
14,679,000 ㈲本藤

設　備 10 水道局
15,455,000 

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前８時
30分～午後５時）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

建
築
基
準
法
の
道
路

道路に
２ｍ以上

図1

図4

４ｍ未満
の道路
４ｍ未満
の道路

４ｍ４ｍ

水路 道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

1.1ｍ
以上

４ｍ未満
の道路
４ｍ未満
の道路

図3

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

中
心
中
心

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

２ｍ２ｍ２ｍ２ｍ

申
し
込
み
方
法

•
教
職
員
、
保
護
者
お
よ
び
児
童
生

徒
は
学
校
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

•
県
民
の
皆
さ
ん
は
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
な
ど
を
明
記
の

上
、
は
が
き
（
当
日
消
印
有

効
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
「
０
９
６
（
３
８

４
）
１
５
０
９
」、
電
子
メ
ー
ル

（k
yo

u
ik
u
s
e
is
a
k
u
@
p
re
f.

ku
m
a
m
o
to
.lg
.jp

）
で
、
左
記

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

•
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

当
日
受
付
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
８
６
２
‐
８
６
０
９

　

熊
本
県
教
育
庁
教
育
政
策
課

　

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
係

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
６
７
３

公共事業入札の公表
「安全安心きくちの日」に

中
心
線

図2

４ｍ未満
の道路
４ｍ未満
の道路

２ｍ２ｍ２ｍ２ｍ

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線
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秋
の
１
日
を
家
族
や
友
人
た
ち
と

満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
コ
ス
モ
ス
ウ
ォ
ー
ク

と　

き　

10
月
18
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
受
付

午
前
９
時
30
分
出
発
式

※
雨
天
決
行

ス
タ
ー
ト
会
場

　

七
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ー
ス　

七
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ス
タ
ー
ト
、
菊
池
川
河
川
敷
リ
バ
ー

サ
イ
ド
パ
ー
ク
付
近
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
河
川
敷
特
設
コ
ー
ス
（
50
万
本

コ
ー
ス
「
５
㎞
」、１
０
０
万
本
コ
ー

ス
「
10
㎞
」）

※
ゴ
ー
ル
会
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
会
場

ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

※
ゴ
ー
ル
会
場
で
、
特
産
品
な
ど
が

当
た
る
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
費　

１
人
１
、０
０
０
円（
保
険
、

入
浴
券
、
参
加
賞
、
昼
食
含
む
）

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
特
典
と
し
て
、
家
族

連
れ
で
参
加
の
場
合
、
小
学
生
以

下
は
無
料
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

参
加
賞
は
、
参
加
費
を
払
わ
れ
た

人
数
分
だ
け
配
布
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
は
、
菊
池
市
商
工
観
光
課
、

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
菊
池
夢

美
術
館
に
あ
り
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
９
月
30

日
（
火
）
ま
で
に
菊
池
市
商
工
観
光

課
、
各
総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
菊

池
夢
美
術
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
郵
送（
９
月
30
日
の
消
印
有
効
）

で
も
可
。

※
参
加
料
は
、
申
込
書
添
付
の
振

込
用
紙
（
払
い
込
み
手
数
料
は
自

己
負
担
）
ま
た
は
、
申
し
込
み
と

一
緒
に
現
金
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

●
午
後
の
部

と　

き　

10
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
４
時
〜
午
後
９
時

　平成 20年住宅・土地統計調査を 10月１日現在で
行います。この調査は、住宅・土地に関する最も基本
的な調査です。調査結果は、国や都道府県・市区町村
が住生活基本計画やまちづくり施策などを立案するた
めの重要な資料として利用され、私たちの住生活の向
上に大切な役割を果たします。
　調査対象地域に、「調査員証」を携帯している調査
員がお伺いし、対象となる世帯へ調査の説明と共に調
査票への記入をお願いします。調査票が届いたら一緒
にお渡しする「調査票の記入のしかた」をご覧の上、
もれなくご記入ください。
　調査票の回収も、10月１日以降に調査員が行いま
すので、その調査員へお渡しください。なお、調査の
対象となる人には、統計法により調査への申告が義務
づけられています。また、調査員をはじめとする調査
関係者には、統計法に基づく守秘義務があり、調査内
容の秘密は厳守されます。調査した内容も、統計を作
るためのみに使用するもので、その他の目的に使用す
ることは固く禁じられています。調査へのご協力をお
願いします。
問い合わせ先　企画振興課広報統計係

見えてくる 日本の暮らし 住まいから

　孔子まつりを地元住民参加型にして、元気なまちづく
りに貢献すること、祭孔大典の旋律に親しみ、自由に楽
しく踊ってまつりを盛り上げることを目的にダンスコン
テストを行います。
　多数の団体の参加をお待ちしています。
と　き　11月２日（日）午後２時からの予定
ところ　有朋の里泗水　孔子公園　ステージ
内　容
○祭孔大典の曲を踊りの曲にアレンジした「有朋の里泗
水　DANCE　DE　GO ～（PART １～ PART ４」
の４つのアレンジから好きなPART曲を選び、自由
に振り付けをし、当日踊っていただきます。

○チーム参加とし、年齢制限、人数制限はありません。
○服装は自由です。
○手具・鳴り物の使用も自由です。
○元気さをアピールする掛け声を入れてください。
※例えば、「しすい」「げんき」「GOGO」「がんばるぞ」
「孔子さま」など。
募集団体　10団体（応募多数の場合は、抽選により決
定させて頂きます）
申込期限　９月 30日（火）まで
その他
○参加希望団体には、CDを貸し出します。
○いろいろな賞や、参加賞もあります。
問い合わせ・申し込み先　菊池市泗水孔子まつり実行委
員会事務局（菊池市商工観光課内）

泗水秋まつり（孔子まつり）

　

最
低
賃
金
の
決
定
基
準
や
罰
則
の

上
限
額
、
派
遣
労
働
者
へ
の
適
用
関

係
な
ど
に
つ
い
て
大
き
な
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

●
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
場

合
に
は
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
が
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
に

係
る
施
策
と
の
整
合
性
に
も
配
慮

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
最
低
賃

金
の
具
体
的
な
金
額
は
、
都
道
府

県
ご
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

●
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
の
場

合
の
罰
金
の
上
限
額
が
、
２
万
円

か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

●
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
そ

の
不
払
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金

法
の
罰
則
は
適
用
さ
れ
な
く
な

り
、
労
働
基
準
法
の
賃
金
の
全
額

払
違
反
の
罰
則
（
罰
金
の
上
限
額

30
万
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
労
働
者
に
、
地
域
別
最
低

賃
金
に
満
た
な
い
賃
金
し
か
支
払

わ
れ
な
い
場
合
は
、
最
低
賃
金
法

第
４
条
違
反
の
罰
則
（
罰
金
の
上

限
額
50
万
円
）
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

●
障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力
の

低
い
者
、試
の
使
用
期
間
中
の
者
、

認
定
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者

な
ど
に
関
す
る
適
用
除
外
が
廃
止

さ
れ
、
最
低
賃
金
の
減
額
特
例
が

新
設
さ
れ
ま
す
。

●
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣

先
の
地
域
（
産
業
）
の
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
時
間
額
、
日
額
、
週
額
又
は
月
額

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
最

低
賃
金
額
の
表
示
単
位
が
、
時
間

額
の
み
に
な
り
ま
す
。

●
労
働
者
は
、
事
業
場
に
最
低
賃
金

法
令
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
事
実
を
監
督
機
関
に

申
告
し
て
、
是
正
の
た
め
適
当
な

措
置
を
と
る
よ
う
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
１

　「いつもありがとう！」心では
想っていても、なかなか言えな
い言葉・・・。手紙を通し自分
の「一番大切な人」、「一番の理
解者」、「自分を愛してくれる人」
に想いを伝えてみませんか？
募集期間
　９月 30日（火）まで　※当日消印有効
募集要項
□応募資格は問いません。
□応募は封筒１通につき１作品とします。
□A４サイズ 400字詰め原稿用紙１枚以内。絵手紙
の場合ハガキサイズ。菊池市のホームページ上およ
び商工観光課、各総合支所、菊池夢美術館、各物産
館などに専用の応募用紙があります。（募集期間中
のみ）

□住所、氏名、年齢、職業、電話番号、誰にあてた手
紙か（夫から妻へ・妻から夫へ）を明記すること。

□応募作品は未発表に限ります。
□応募作品は返却しません。
□応募作品についての一切の権利を菊池市が有しま
す。
問い合わせ・応募先
　〒 861-1392　菊池市隈府 888　商工観光課内
　「夫婦の手紙・絵手紙」　作品募集　係

　郷土の期待を担った選手が全国から集い、熱いレー
スを繰り広げます。熊本県選手の活躍も期待されます。
　「おもてなしの心」でお待ちしていますので、ぜひ
お越しください。
と　き　10月３日（金）～６日（月）
ところ　菊池市斑蛇口湖ボート場
内　容　成年・少年　男女　全 12種目
来場方法　競技会期間中は会場付近で車両の通行が制
限されますので、シャトルバスをご利用ください。
※シャトルバス（無料）は、下記の場所からご乗車く
ださい。
●菊池市民広場（会場まで約 20分、30分間隔で運行）
※菊池体育センター（旧勤労者体育センター）裏の駐
車場をご利用ください。
●会場周辺駐車場（会場まで約５分、10分間隔で運行）
その他　９月 30日（火）～ 10月６日（月）は、会
場周辺で一方通行や関係車輌以外の通行制限が行わ
れますので、皆さんのご理解、ご協力をお願いしま
す。詳細は、10月号の「広報きくち」とともにお配
りするチラシやホームページ（http://www.mejiron.
jp/kikuchi/）をご覧ください。
問い合わせ先　おおいた国体菊池事務所
　　　　　　　☎（25）2700

と　き　９月 27日（土）
 午後２時開演　※入場無料
ところ　菊池市文化会館大ホール
主な演奏曲　夏のメドレー、ピンクレディーメドレー、
映画「インディージョーンズ」テーマ曲、sing　
sing　sing、ミュージカル「オズの魔法使い」より、
愛唄、ドラマ「ルーキーズ」のテーマソング「キセキ」
など
主　催　菊池北中学校吹奏楽部・同後援会
後　援　熊本県吹奏楽連盟、熊本マーチングバンド協
会、TKU、熊本日日新聞社
　吹奏楽コンクール演奏曲をはじめ、映画音楽、ジャ
ズ、ポップスなど、どなたでも楽しめるおなじみの曲
を演奏します。皆さんのご来場をお待ちしています。
問い合わせ先　菊池北中学校吹奏楽部
　顧問 :大橋・北原　☎（25）2041

菊池北中学校吹奏楽部
第９回定期演奏会

2008　第63回国民体育大会
チャレンジ！おおいた国体ボート競技会

～夫から妻へ  妻から夫へ～

と
こ
ろ　

菊
池
川
河
川
敷
七
城
リ

バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
付
近

駐
車
場　

七
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

七
城
運
動
公
園

※
駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
、
随
時

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

内　

容

•
午
後
４
時
〜　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
（
七
城
天
守
太
鼓
、
肥
後
に
わ

か
な
ど
）

•
午
後
８
時
〜　

花
火
打
上
げ

※
開
催
時
間
帯
は
、
コ
ス
モ
ス
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
、夜
市
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
七
城
ふ
る

さ
と
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
菊
池
市
商
工
観
光
課
内
）

七
城
ふ
る
さ
と
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

コ
ス
モ
ス
ウ
ォ
ー
ク

参
加
者
募
集

最
低
賃
金
法
が変

わ
り
ま
す

いよいよ
斑蛇口湖（竜門ダム）で開催

募集

「第４回夫婦の手紙・絵手紙」

平成20年住宅・土地統計調査

有朋の里  泗水
DANCE DE GO～ 参加団体募集
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★

★

★★
ハッピー・バースデーハッピー・バースデー

★

★★

★
★

★

　

ピ
カ
ソ
を
し
て
「
20
世
紀
最
後
の

巨
匠
」
と
言
わ
し
め
た
画
聖
バ
ル

テ
ュ
ス
の
妻
で
あ
る
、
節
子
・
ク
ロ

ソ
ウ
ス
カ
・
ド
・
ロ
ー
ラ
さ
ん
が
菊

池
市
へ
再
び
里
帰
り
さ
れ
ま
す
。
バ

ル
テ
ュ
ス
と
20
歳
で
出
会
い
、
妻
と

し
て
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
に
暮
ら
し

て
40
数
年
、
自
ら
も
画
家
と
し
て
世

界
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
59
年
６
月
に
家
族
水
入
ら
ず

で
菊
池
神
社
を
訪
問
の
折
に
、
節
子

さ
ん
自
ら
描
い
た
「
シ
ャ
ク
ヤ
ク
と

ゆ
り
の
花
」
を
寄
贈
。
平
成
16
年
10

月
に
は
、
娘
の
春
美
さ
ん
と
20
年
振

り
に
再
訪
。
こ
の
時
、「
バ
ル
テ
ュ

ス
自
画
像
」
を
菊
池
市
民
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。（
菊
池
夢
美
術
館
に
展

示
）

　

気
品
溢
れ
る
節
子
さ
ん
は
一
体

ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
？
部
屋
の
し
つ
ら
い
の
工
夫
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
お
茶
会
の
愉
し
み
、

そ
し
て
着
物
を
装
う
悦
び
と
着
こ
な

し
の
ア
イ
デ
ア
・
・
・
。「
和
」
の

心
を
西
欧
で
培
わ
れ
た
審
美
眼
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

節
子
さ
ん
の
ル
ー
ツ
は
、
菊
池
一

族
の
末
裔
の
出
田
氏
で
す
。
先
祖
ゆ

か
り
の
地
・
菊
池
市
に
て
、「
ド
・
ロ
ー

ラ
節
子
の
和
と
寄
り
添
う
暮
ら
し
」

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

　
　
　
　
（
午
後
６
時
開
場
）

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

主　

催　

ロ
シ
ニ
エ
ー
ル
会

※
前
日
10
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
か
ら
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
交
流
課

　

日
頃
、
健
康
に
つ
い
て
お
悩
み
の

人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

会　

場　

菊
池
市
商
工
会
館
（
菊
池

市
役
所
隣
）
10
月
29
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

会　

場　

菊
池
ま
ち
づ
く
り
千
年
の

風
の
館
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

•
９
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

医
師
に
よ
る

無
料
健
康
相
談
室

菊
池
本
所

柿
木
平　
　

今い
ま
む
ら村　

計け
い
す
け介

（
亡
母　
　
　
　

ハ
ル
ヲ　

96
歳
）

太　

田　
　

田た

し

ろ代　

紀た
だ
ゆ
き幸

（
亡
妻　
　
　
　
　

勝か

つ

こ子　

74
歳
）

中　

原　
　

長な

が

お尾　

隆た
か
す
け輔

（
亡
母　
　
　
　

ハ
ツ
コ　

96
歳
）

栄　

町　
　

光み
つ
な
が永

サ
ワ
ノ

（
亡
夫　
　
　
　

國く
に

修し
ゅ
う
お男　

70
歳
）

高
野
瀬　
　

馬ば

ば場　

義よ
し
の
り典

（
亡
母　
　
　
　
　
　

貞て
い　

90
歳
）

杉　

生　
　

土つ
ち
や
ま山　

興よ

し

お男

（
亡
母　
　
　
　
　

ヤ
ス　

96
歳
）

南
古
閑　
　

田た

し

ろ代　

守も

り

お雄

（
亡
妻　
　
　
　

シ
ヅ
子こ　

69
歳
）

H18年
９月８日
生まれ平

ひらかわ

川諒
りょうま

真くん
（２歳 　 亘）
父・達也さん　母・喜美代さん

も
う
す
ぐ

お
兄
ち
ゃ
ん
に

な
る
よ
〜
♪

○菊

H19年
９月21日
生まれ松

まつやま

山侑
ゆ う し

史くん
（１歳 　 下出田）
父・智寛さん　母・理恵さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、ば
ぁ
ち
ゃ
ん
、

あ
ー
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
ね
♥

○菊

H19年
９月８日
生まれ青

あ お き

木朝
あ さ ひ

陽ちゃん
（１歳 　 川下）
父・沖太さん　母・美加さん

み
ん
な
に

か
わ
い
が
ら
れ
て
、

幸
せ
で
す
★

○旭

H18年
９月14日
生まれ岩

いわさき

﨑匠
た く み

未くん
（２歳 　 袈裟尾）
父・武志さん　母・留里さん

み
ん
な
、

あ
そ
ん
で
ね
★

○菊

H18年
９月13日
生まれ宮

みやがみ

上功
こうせい

成くん
（２歳 　 北住吉）
父・徹也さん　母・由美さん

モ
ー
モ
ー
大
好
き
♥

牛
舎
で
お
手
伝
い

し
て
る
よ
！

○泗

９
月
の
民
生
児
童
委
員
相
談

　

菊
池
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会
で
は
、
民
生
児

童
委
員
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持

つ
人
な
ら
誰
で
も
ど
ん
な
問
題

で
も
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
児
童
委
員
相
談

日
程
・
場
所

４
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

18
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

25
日
（
木
）
旭
志
公
民
館

10
月
２
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

民
生
児
童
委
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所

　
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

•
七
城
支
所

　
（
七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
公
民
館
）

☎
（
37
）
３
１
１
１

•
泗
水
支
所

　
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎
（
38
）
６
３
６
６

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

香
典
返
し７

月
31
日
（
木
）
現
在

　本紙に掲載中の「ハッピー・バースデー」では、平成
21年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもさんの
写真を募集しています。随時募集していますが、誕生月の
掲載になりますので、誕生月の前月５日（５日が休日の場

合は前日）を締切日とします。
　掲載を希望する人は、写真にコメントを添えて、菊池市
役所本庁または各総合支所の広報担当まで申し込んでくだ
さい（写真は後日持参でも可）。

H18年
９月29日
生まれ島

し ま だ

田美
み い な

衣奈ちゃん
（２歳 　 富の原西）
父・昭夫さん　母・朋波さん

海
が
大
好
き
な
、

み
い
な
で
す
！

○泗

H17年
９月９日
生まれ荒

あ ら き

木美
み う

羽ちゃん
（３歳 　 北宮）
父・熊介さん　母・千夏さん

大
き
く
な
っ
た
ら
、プ
リ

キ
ュ
ア
５
と
さ
く
ら
ん

ぼ
に
な
り
た
い
で
す
。

○菊

平成18年
９月６日
生まれ高

たかもと

本あいちゃん
（２歳 　 片角）
父・岳志さん　母・由加理さん

さ
ー
ち
ゃ
ん
、

こ
こ
ち
ゃ
ん
、

だ
〜
い
す
き
♥

○菊

H17年
９月23日
生まれ小

こばやし

林賢
けんせい

世くん
（３歳 　 田島団地）
父・大樹さん　母・優紀さん

か
め
は
め
は
〜
！！

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル

大
好
き
♥H18年

９月19日
生まれ荒

あ ら き

木颯
そ う ま

真くん
（２歳 　 桜山九）
父・寿男さん　母・亜紀さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、ば
ぁ
ち
ゃ
ん

大
好
き
っ
♥
新
幹
線
に

乗
っ
て
旅
行
い
こ
う
ね
！H19年

９月15日
生まれ野

の ぐ ち

口瑞
み ず ほ

歩ちゃん
（１歳 　 富の原西）
父・和浩さん　母・見佐子さん

も
う
す
ぐ
私
１
歳
に

な
る
よ
。パ
パ
、マ
マ

大
好
き
だ
よ
♪

H19年
９月21日
生まれ田

た な か

中希
の の は

波ちゃん
（１歳 　 雇用促進住宅）
父・秀誠さん　母・美和子さん

食
べ
る
の
大
好
き
！

お
て
ん
ば
娘
で
す
！

水
み ず の

野伶
れ お う

皇くん
（１歳 　 伊坂）
父・公文さん　母・里枝さん

ぼ
く
た
ち
、げ
ん
き

い
っ
ぱ
い
の
な
か
よ
し

ツ
イ
ン
ズ
で
〜
す
！！

水
み ず の

野利
り お う

皇くん
（１歳 　 伊坂）

り
ん
姉
、あ
ん
姉
、

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

あ
そ
ん
で
ね
♥

○七 ○泗 ○泗 ○泗

○旭 ○旭

•
12
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

•
３
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

主　

催　

菊
池
・
鹿
本
地
域
産
業

　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

共　

催　

菊
池
市
商
工
会
、
N
P
O

法
人「
菊
池
ま
ち
づ
く
り
千
年
の
風
」

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
・
鹿
本
地
域
産
業
保
健
セ
ン

タ
ー　

☎
（
23
）
１
２
１
１

野
間
口　
　

栃と
ち
は
ら原　

宏ひ
ろ
の
り紀

（
亡
父　
　
　
　

喜き
さ
ぶ
ろ
う

三
郎　

74
歳
）

中
央
通　
　

萩は

ぎ

お尾　
　

元
は
じ
め

（
亡
母　
　
　
　
　

春は

る

み海　

102
歳
）

袈
裟
尾　
　

菊き
く
か
わ川　

純す

み

お夫

（
亡
母　
　
　
　
　

絹き

ぬ

こ子　

78
歳
）

七
城
支
所　

下
水
次　
　

中な
か
は
ら原　

實じ

つ

み美

（
亡
妻　
　
　
　
　

洋よ

う

こ子　

72
歳
）

加　

恵　
　

石い

し

い井　

是こ
れ
き
よ清

（
亡
姉　
　
　
　

八や

ち

よ

千
代　

80
歳
）

台　
　
　
　

平ひ

ら

い井　

孝た
か
ゆ
き幸

（
亡
父　
　
　
　

十と

よ

し

四
四　

87
歳
）

高　

田　
　

木き

の野　

正ま

さ

お雄

（
亡
父　
　
　
　
　

利と
し
み
つ通　

87
歳
）

旭
志
支
所

岩　

本　
　

吉き

ら良
三み

よ

こ

四
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

三さ

ん

じ次　

95
歳
）

川　

上　
　

村む
ら
か
み上　

洋ひ

ろ

え枝

（
亡
夫　
　
　
　
　

敏と

し

お雄　

74
歳
）

泗
水
支
所

永
出
分　
　

岩い
わ
し
た下　

清き
よ
ひ
ろ博

（
亡
母　
　

増ま
す
な
が永　

チ
ヨ　

99
歳
）

福
本
二　
　

坂さ
か
も
と本

多た

え

こ

恵
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

宗む
ね
の
り孝　

72
歳
）

竹
の
下　
　

小お

が

わ川　

芳よ
し
ひ
さ久

（
亡
母　
　
　
　

テ
イ
子こ　

78
歳
）

田　

吹　
　

松ま
つ
お
か岡　

誠よ
し
か
ず和

（
亡
父　
　
　
　
　

政ま
さ
の
ぶ信　

98
歳
）

田　

吹　
　

藤ふ
じ
わ
ら原　

光み

つ

お男

（
亡
母　
　
　
　
　

春は

る

こ子　

99
歳
）

ド
・
ロ
ー
ラ
節
子
さ
ん
が
来
菊
！

「
和
と
寄
り
添
う
暮
ら
し
」
講
演
会
（
入
場
無
料
）

９月７日
（日）

いけざわこどもクリニック（小）合志市 096（242）6633
隈部医院
（内・呼・胃・消・放） 菊池市 （25）2851

笹原整形外科医院
（整・リハ・内・麻） 菊陽町 096（232）1165

たに耳鼻咽喉科アレルギー
科（耳・アレ） 菊陽町 096（233）3387

中村歯科医院 菊池市 （37）2300

９月14日
（日）

古川医院（内・外・小・耳） 菊陽町 096（232）1566
髙木医院（内） 菊池市 （25）2532
勝久病院（外・胃・消） 大津町 096（293）5000
斎藤産婦人科医院
（産・婦） 菊池市 （24）1177

金田歯科医院 大津町 096（293）1387

９月15日
（祝）

郷胃腸科内科クリニック
（内・胃・消・理） 菊池市 （38）2121

山岡胃腸科内科
（胃・内・肛） 合志市 096（248）9001

菊池中央病院
（外・整・脳外・内・形成） 菊池市 （25）3141

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

９月21日
（日）

宮本内科クリニック（内・小・循・消）菊池市 （25）2047
大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003
城間クリニック（整・リハ） 菊池市 （25）2506
ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131
伊藤歯科医院 合志市 096（248）5688

９月23日
（祝）

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 （25）2191
西合志病院（内） 合志市 096（242）2745
樽美外科整形外科医院（整・
外・皮・リハ） 大津町 096（293）2100

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

９月28日
（日）

西山医院（内・小） 菊池市 （25）2561
馬場医院（内・外・整） 大津町 096（293）2358
岸病院（外・胃・整・内） 菊池市 （38）2750
池田クリニック（泌） 合志市 096（248）8600
林田歯科医院 合志市 096（248）5088

10月５日
（日）

よしもと小児科(小・内・アレ) 菊陽町 096(233)2520
成松内科医院(内) 合志市 096(345)5151
後藤整形外科医院(整・リハ) 菊池市 (25)2906
かつき皮膚科医院(皮) 菊池市 (24)5500
もみじ歯科医院 菊池市 （23）6800

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療
情報センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

H19年
９月28日
生まれ上

う え の

野響
きょうが

雅くん
（１歳 　 袈裟尾）
父・元嗣さん　母・可奈子さん

響
暉
に
ぃ
に
ぃ
・

響
愛
ね
ぇ
ね
ぇ
、

だ
ぁ
い
す
き
♥ H17年

９月13日
生まれ上

う え の

野響
お と あ

愛ちゃん
（３歳 　 袈裟尾）

お
世
話
好
き
の

優
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん

で
す
！

○菊 ○菊

H19年
９月24日
生まれ

ぼくたち だよ！双子ぼくたち だよ！双子
ふ た ごふ た ご

わたしたち だよ！姉弟わたしたち だよ！姉弟
きょう だいきょう だい
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菊池市役所は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市企画振興課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）7250
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp
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■人口：52,348人 （-10）

　男性：25,074人 （+16）

　女性：27,274人 （-26）

　世帯：17,753世帯 （+71）

平成20年９月号 編
集
後
記

編
集
後
記

７月末の人の動き
（対前月比）

（再生紙使用）

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
１ ２ ３ ４ ５ ６
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

すくすくクラブ
（座・まりあの人形劇）
10:30 ～
６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

第 9回きくち
市民フォーラム　
13:30 ～ 15:30

７ ８ ９ 10 11 12 13
第６回菊池管内
環境フェア　
8:30 ～　合志市
「ヴィーブル」

育児相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　

弁護士相談　
9:00 ～ 12:00
（要予約）、
行政相談
10:00 ～ 12:00

社会保険出張相談
所開設
10:00 ～ 15:00
すくすくクラブ
（敬老の日プレゼント
作り）　10:30 ～
　
３・４カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

３歳児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

14 15 16 17 18 19 20
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　
すくすくクラブ
（おもちゃ作りと７月
から９月の誕生会）
10:30 ～

３歳児健診　
13:30 ～ 14:00
（受付）　

育児教室
9:30 ～ 10:00
（受付）　

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～ 16:30

西郷隆文氏（西郷
隆盛のひ孫）
講演会
14:00 ～　

21 22 23 24 25 26 27
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　
献血
9:30～11:00／
12:00 ～ 16:00
市役所本庁舎正面
玄関前

第 22回動物愛護
祭り
10:00 ～ 15:00
熊本県農業公園

１歳６カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

第２回菊池市公売会
8:30 ～　
アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）
13:15 ～ 13:30
（受付）　

３歳児健診　
13:10 ～ 13:30
（受付）　

菊池北中吹奏楽部
第９回定期演奏会
14:00 ～

28 29 30 10/１ 10/２ 10/３ 10/４
弁護士相談　
9:00 ～ 12:00
（要予約）、
行政相談
10:00 ～ 12:00

すくすくクラブ
（運動会ごっこ）
10:30 ～　
２歳６カ月児歯科健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

第 63回国民体育
大会「チャレンジ！
おおいた国体」
ボート競技会
～６日まで
斑蛇口湖ボート場

10/５ 10/６ 10/７ 10/８ 10/９ 10/10 10/11
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

３・４カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

菊池市文化会館
菊池市中央公民館
児童センター
西部市民センター
健康相談室
菊池公園多目的グラウンド

七城総合支所
七城多目的研修センター
七城公民館
七城総合グラウンド
旭志総合支所
旭志多目的研修センター

旭志老人憩の家
旭志公民館
泗水総合支所
泗水公民館
泗水ホール
泗水地域福祉センター

菊中公
菊文館

児童セ
西部セ
健相室

旭多セ

泗支所
泗  公
泗  ホ

旭憩家
七多セ
七支所

旭支所

七  公

菊多G

児童セ

児童セ

今
か
ら
１
１
３
年
前
、
佐
賀
県

唐
津
市
肥
前
町
高
串
地
区
で
発
生

し
た
コ
レ
ラ
に
、
感
染
を
恐
れ
ず

立
ち
向
か
い
、
自
分
を
犠
牲
に
し

て
ま
で
も
人
々
を
守
っ
た
増
田
巡

査
。
そ
の
偉
業
に
地
区
の
人
々
は

感
謝
し
、
神
と
し
て
祀
り
、
今
で

も
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。

増
田
巡
査
に
自
分
の
姿
を
重
ね

た
と
き
、
家
族
の
た
め
に
自
分
を

犠
牲
に
は
で
き
て
も
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
は
、
な
か
な
か
で
き

る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
増
田
巡
査
が
菊
池

市
泗
水
町
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を

誇
り
に
感
じ
た
。

七多セ

９月の行事予定

旭支所

旭  公

七総G

旭  公

泗福セ

七多セ

泗　公

西部セ

菊文館

西部セ

菊文館

泗　公

泗支所
菊文館

健相室

菊中公

菊文館

児童セ

菊中公

七　公

旭  公

泗　公 泗　公

西部セ

七　公

菊中公

七多セ

七多セ

児童セ

菊文館

七多セ 泗　公 旭  公 西部セ泗支所

菊中公


